
「
火
耕
水
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再
考
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福

井

捷

朗

河

野

泰

之

【
要
約
】
　
華
北
、
惟
北
の
平
原
で
は
、
そ
の
降
水
量
か
ら
言
っ
て
天
水
稲
作
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
夏
季
畑
作
物
の
非
灌
瀧
栽
培
は
基
本
的
に
は
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
低
地
で
は
畑
作
物
の
湿
害
と
塩
害
が
あ
る
。
従
っ
て
低
地
で
は
排
水
を
優
先
し
畑
作
を
奨
励
す
る
政
策
と
、
灌
灘
を
優
先
し
稲
作
を
奨
励

す
る
政
策
と
が
共
に
可
能
で
あ
る
が
、
前
者
は
皐
毒
害
を
、
後
者
は
湿
害
と
灌
概
に
よ
る
二
次
的
塩
害
を
か
え
っ
て
促
進
す
る
と
言
う
矛
盾
を
抱
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
政
策
の
葛
藤
は
古
代
か
ら
現
代
に
ま
で
続
け
ら
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
政
策
が
採
用
さ
れ
る
か
は
、
藤
代
の
経
済
的
、
政
治
的
、
社

会
的
、
文
化
的
要
因
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
い
る
。
一
方
、
江
南
で
は
火
耕
水
霧
と
呼
ば
れ
る
粗
放
な
稲
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
農
法
は
、
か

つ
て
ア
ジ
ア
稲
作
圏
の
大
沖
積
平
野
共
通
の
栽
培
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
草
を
焼
き
、
籾
を
直
播
し
、
自
然
の
増
水
を
も
っ
て
雑
草
を
抑
制
す
る
共

通
点
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
農
法
は
、
上
質
の
商
品
米
需
要
に
は
応
え
ら
れ
ず
、
低
地
水
制
御
の
進
展
と
共
に
消
減
し
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
華
北

で
は
、
少
な
く
と
も
累
代
か
ら
は
米
が
商
品
化
し
て
お
り
、
権
力
者
に
よ
っ
て
稲
作
が
促
進
さ
れ
、
と
き
に
上
記
の
瀧
概
と
排
水
の
矛
盾
が
顕
在
化
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
大
運
河
に
よ
っ
て
安
価
な
江
南
米
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
稲
作
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
大
き
く
失
わ
れ
た
。
一
方
、

江
南
で
は
大
運
河
に
よ
る
上
質
米
需
要
の
急
増
に
よ
っ
て
、
低
地
水
制
御
が
進
み
、
集
約
的
な
稲
作
が
火
血
温
褥
に
代
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
六
巻
三
号
　
一
九
九
三
年
五
月

福
井
は
、
以
前
に
も
火
曜
水
質
を
論
じ
た
鴬
九
八
○
〕
。
　
㎝
九
九
〇
長
秋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

筆
者
ら
は
機
会
を
え
て
、

古
代
に
「
破
」
（
貯
水
池
）
が
あ
っ
た

と
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
尋
ね
な
が
ら
、
河
南
、
安
徽
両
省
を
約
一
ケ
月
間
、
旅
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
簾
に
明
ら
か
な
間
違
い
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
こ
の
地
方
の
古
代
稲
作
に
つ
い
て
も
幾
分
か
の
新
た
な
見
解
を
う
る
こ
と
が
で
き
た
。



①
　
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
國
際
学
術
研
究
）
、
「
中
国
に
お
け
る
農
業
生
態

空
間
の
展
開
と
人
の
移
動
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
」
、
代
表
者
、
古
川
久
雄
。
な

お
、
以
下
の
注
で
＊
の
つ
い
た
も
の
は
、
　
九
九
〇
年
十
月
十
五
母
－
十
一
月
十

四
日
に
わ
た
る
今
回
の
調
査
旅
行
中
の
見
聞
を
含
む
。

「火耕水浴」再考（福井・河野）

1

福
井
八
O
年
論
文
の
要
旨

　
一
九
七
九
年
、
「
江
南
デ
ル
タ
開
拓
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
た
〔
渡
部
、
桜
井
一
九
八
四
〕
。
そ
の
際
、
西
嶋
定
生
氏
が
舌
耕
水
霧
に
つ

い
て
報
告
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
福
井
の
コ
メ
ン
ト
を
敷
面
し
た
も
の
が
前
報
で
あ
る
。

　
西
嶋
氏
の
火
単
二
辮
論
〔
一
九
六
六
〕
で
は
、
①
　
『
漢
書
』
や
『
史
記
』
の
火
二
水
褥
と
言
う
語
に
対
す
る
応
砒
注
、
②
　
『
浸
礼
』
の
稲
作

と
そ
の
鄭
玄
注
、
③
　
『
斉
民
要
術
』
の
水
稲
作
記
述
な
ど
が
火
留
水
縛
の
内
容
を
示
唆
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
は
一
年
休
閑
の
直
播
法
で

あ
っ
た
と
結
論
さ
れ
る
。
そ
し
て
江
潅
地
方
で
は
、
こ
の
農
法
に
よ
る
稲
作
が
「
阪
」
と
よ
ば
れ
る
貯
水
池
造
営
と
共
に
展
開
し
た
と
さ
れ
る
。

　
西
嶋
説
に
対
し
前
報
で
は
、
ま
ず
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。
ω
　
火
帯
水
褥
と
言
う
語
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
示
唆
し
て
い
る
と
西
嶋
氏

が
判
断
し
た
史
料
の
ほ
と
ん
ど
全
て
は
、
現
今
の
稲
作
地
帯
の
周
辺
部
で
あ
る
華
北
、
潅
北
、
南
陽
盆
地
な
ど
を
対
象
に
し
て
い
る
。
㈲
　
火

白
水
辮
な
る
語
が
直
接
み
え
る
ほ
と
ん
ど
の
史
料
で
は
、
潅
河
以
南
の
現
今
の
稲
作
核
心
域
を
意
味
す
る
地
名
を
伴
っ
て
い
る
。
の
　
『
晋
書
』

食
貨
志
の
杜
預
上
疏
の
み
が
墨
書
と
火
耕
艦
載
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
水
災
時
に
は
火
熱
水
褥
が
非
常
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
か
も

知
れ
な
い
が
、
通
常
は
よ
り
生
産
性
の
高
い
稲
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
江
南
の
火
掻
水
辮
と
は
別
に
、
華
北
、
准
北
、
南
陽
の
地
方
に
破
を
利
用
し
た
別
種
の
稲
作
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い

か
と
言
う
仮
説
を
考
え
た
。

　
そ
し
て
火
器
水
雲
に
つ
い
て
は
、
華
北
の
人
に
と
っ
て
幾
分
か
珍
し
く
、
原
始
的
に
見
え
た
当
蒋
の
こ
の
地
方
の
稲
作
一
般
を
指
す
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
意
味
の
広
さ
に
お
い
て
も
、
背
景
を
な
す
社
会
経
済
的
状
況
に
お
い
て
も
、
焼
畑
農
耕
を
意
味
す
る
「
刀
耕
火
種
」
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
し
た
。
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所
で
西
嶋
氏
は
、
階
層
時
代
に
至
る
ま
で
華
北
陸
田
農
業
が
優
位
で
あ
っ
た
の
は
、
火
耕
隠
士
の
低
生
産
性
の
た
め
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ

に
対
し
福
井
は
、
江
南
は
と
も
か
く
華
北
、
浜
北
で
は
、
稲
作
の
生
産
性
自
体
は
低
く
は
な
か
っ
た
が
、
水
田
適
地
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
畑

作
が
優
位
を
保
ち
続
け
た
と
考
え
た
。
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濫
河
流
域
、
南
陽
盆
地
の
農
業
立
地
と
土
地
利
用

一
　
灌
慨
の
必
要
性

、
潅
河
流
域
、
南
陽
盆
地
の
年
層
降
水
量
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
〇
i
六
〇
〇
粍
の
間
で
、
か
つ
夏
雨
で
あ
る
。
今
日
の
夏
畑
作
物
は
玉
蜀
黍
、
棉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍔

甘
藷
、
高
梁
、
煙
草
、
豆
類
な
ど
で
あ
り
、
粟
は
限
ら
れ
た
繭
積
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
物
が
夏
作
物
で
あ
る
以
上
、
夏
雨
気
候
に
適
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
冬
作
物
で
あ
る
菱
類
の
普
及
以
前
か
ら
、
華
北
農
業
が
乾
燥
に
対
す
る
不
断
の
挑
戦
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

り
で
あ
る
。
し
か
し
今
β
の
畑
灌
瀧
の
目
標
は
専
ら
小
麦
で
あ
り
、
夏
作
物
に
対
す
る
灌
概
は
全
く
と
言
っ
て
良
い
程
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

　
小
麦
は
冬
雨
地
帯
か
ら
伝
播
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
夏
爾
地
帯
で
の
小
麦
作
に
関
し
て
は
、
気
候
と
作
物
の
生
理
的
特
性
と
が
ず
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
畑
記
憶
が
最
も
必
要
と
さ
れ
る
の
は
小
麦
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
灌
概
必
要
量
は
決
し
て
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
は
い
え
小
麦
普
及
に
伴
っ
て
灌
概
必
要
度
が
高
ま
っ
た
、
あ
る
い
は
慢
勝
に
よ
っ
て
小
麦
栽
培
が
普
及
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
乾
燥
地
で
塩
害
の
可
能
性
の
あ
る
所
で
は
、
過
剰
の
塩
類
を
土
壌
か
ら
超
脱
す
る
た
め
に
灌
水
す
る
必
要
も
あ
る
。
し
か
し
華
北
の
塊
類
集

積
は
そ
れ
程
顕
著
で
は
な
く
、
灌
概
水
量
を
基
準
よ
り
一
五
…
二
〇
％
増
加
す
る
程
度
で
あ
る
〔
南
京
土
壌
研
究
所
、
一
九
八
○
。
訳
、
一
九
八
三
、

一
四
九
頁
〕
。



二
　
洪
水
防
御
と
排
水
の
必
要
性

「火耕水曜」再考（福井・河野）

　
洪
水
や
過
湿
の
害
（
「
湧
害
」
）
は
、
降
雨
量
以
外
に
地
形
や
河
川
の
特
性
に
も
よ
る
。
対
象
地
域
を
こ
の
観
点
か
ら
区
分
す
れ
ば
、
潅
北
平
原
、

江
准
間
段
丘
、
南
陽
盆
地
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
三
大
区
分
の
内
、
潅
腸
平
原
は
以
下
の
よ
う
に
三
つ
に
細
分
さ
れ
よ
う
。

・
第
一
は
平
原
周
辺
を
縁
取
る
段
丘
、
扇
状
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
平
原
の
西
北
部
に
主
に
分
布
す
る
。
第
二
は
沿
黄
河
地
域
で
あ
る
。
巨
大

な
流
送
土
砂
量
を
も
つ
黄
河
は
、
同
じ
く
巨
大
な
自
然
堤
防
を
形
成
し
、
天
井
川
と
な
り
、
黄
潅
平
野
を
南
北
に
分
か
つ
分
水
嶺
と
な
っ
て
い

る
。
黄
河
は
度
々
そ
の
流
路
を
変
え
、
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
山
東
半
島
の
南
を
流
れ
て
い
た
〔
安
徽
省
水
利
局
勘
当
設
計
院
ほ
か
、
一
九
七
六
〕
。

流
路
の
変
更
㌃
度
重
な
る
堤
防
決
駿
と
二
流
は
、
現
在
の
流
路
と
黄
河
故
道
と
呼
ば
れ
る
煽
流
路
沿
い
に
微
砂
質
で
起
伏
の
大
き
な
地
形
を
結

果
し
て
い
る
。
第
三
の
地
形
区
分
は
、
前
二
者
以
外
の
沖
積
平
野
本
体
で
、
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地
が
交
互
す
る
。
以
下
で
は
、
准
北
低
地
と

呼
ぶ
。
・
こ
れ
ら
の
厳
器
平
原
の
三
細
区
分
の
内
、
特
に
排
水
が
必
要
な
の
は
、
扇
端
の
湧
水
を
受
け
る
低
地
、
沿
黄
河
地
域
の
後
背
湿
地
に
あ

る
窪
地
、
そ
れ
に
潅
北
低
地
下
流
部
の
河
間
低
地
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
潅
河
水
系
の
集
水
域
は
小
さ
い
。
従
っ
て
山
地
の
貯
水
ダ
ム
（
「
水
論
し
）
に
よ
っ
て
だ
け
で
は
下
流
の
潜
力
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
外

灯
」
に
比
べ
て
「
内
争
」
が
、
よ
り
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
水
稲
は
勿
論
、
寡
雨
季
作
物
で
あ
る
小
麦
に
対
し
て
も
、
溝
害
は
軽
減
さ

れ
る
。

　
河
底
上
昇
は
支
流
の
流
入
を
妨
げ
、
と
き
に
支
流
は
逆
流
水
を
受
け
、
支
流
域
の
欝
欝
は
ま
す
ま
す
酷
く
な
る
。
准
河
の
支
流
合
流
点
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

き
な
湖
水
が
生
じ
て
い
る
が
、
河
床
上
昇
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
排
水
の
必
要
性
は
、
語
漏
防
止
に
止
ま
ら
な
い
。
塩
害
防
止
の
た
め
の
排
水
も
あ
る
。
華
北
の
塩
害
は
、
黄
点
河
の
ほ
ぼ
中
間
点
以
北
で
顕

　
　
　
⑦

著
で
あ
る
。
塩
害
は
、
土
層
中
で
は
毛
管
現
象
に
よ
っ
て
上
昇
す
る
水
と
共
に
表
層
に
移
動
・
集
積
し
、
逆
に
重
力
に
よ
り
下
降
す
る
水
に
よ

っ
て
洗
脱
さ
れ
る
。
塩
類
を
運
ぶ
水
の
方
向
と
量
は
、
①
表
面
水
量
（
降
水
量
と
自
然
的
、
人
工
的
な
水
の
水
平
移
動
量
）
、
②
地
下
水
位
、
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③
　
蒸
発
散
量
、
そ
れ
に
④
　
土
層
中
の
水
分
移
動
速
度
を
律
す
る
土
壌
要
因
と
で
あ
る
。
従
っ
て
塩
類
集
積
は
南
よ
り
北
で
、
高
燥
地
よ
り

低
湿
地
で
、
多
雨
期
よ
り
寡
雨
期
に
、
低
温
期
よ
り
高
温
期
に
、
無
風
期
よ
り
強
風
期
に
、
粘
土
質
土
壌
よ
り
も
砂
質
土
壌
で
、
水
田
よ
り
も

畑
地
で
起
こ
り
や
す
い
。

　
塩
害
と
排
水
が
関
係
す
る
実
際
的
な
場
面
は
、
灌
概
に
よ
る
地
下
水
位
上
昇
に
伴
う
二
次
的
塩
類
集
積
を
防
止
あ
る
い
は
改
良
す
る
た
め
の

排
水
で
あ
る
。
二
次
的
塩
害
は
、
貯
水
や
水
田
化
に
伴
う
〔
南
京
土
壌
研
究
所
　
九
八
○
。
訳
、
一
九
八
三
、
一
六
Ω
貝
〕
。

　
准
河
右
岸
の
段
丘
に
は
、
小
規
模
な
溜
池
が
無
数
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
溜
池
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
は
不
安
定
な
稲
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
近
年
に
は
上
流
に
大
水
庫
を
建
設
し
、
段
丘
上
の
ほ
ぼ
全
面
を
覆
う
大
寺
概
網
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
段
丘
上
で
は
游
害
は
ほ
と
ん
ど

問
題
と
な
ら
な
い
。
段
丘
開
析
谷
に
は
古
く
か
ら
井
堰
灌
概
が
あ
り
、
一
部
に
低
湿
地
が
あ
っ
て
も
水
田
と
し
て
利
用
す
る
限
り
問
題
と
は
な

　
　
⑧

ら
な
い
。
塩
類
集
積
も
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
地
域
で
溌
害
が
問
題
と
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
前
述
の
潅
河
本
流
と
の
合
流
点
に
形
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
湖
水
の
周
辺
と
氾
濫
原
だ
け
で
あ
る
。

　
南
陽
盆
地
は
伏
牛
山
か
ら
の
河
川
に
よ
っ
て
潤
さ
れ
る
。
盆
地
の
大
部
分
を
覆
っ
て
い
る
の
は
低
い
丘
陵
や
段
丘
で
あ
っ
て
、
沖
積
平
野
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

河
川
沿
い
に
細
長
く
分
布
す
る
。
河
川
は
沖
積
平
野
内
で
古
く
か
ら
屡
々
洪
水
を
も
た
ら
し
、
度
々
流
路
を
変
更
し
た
。
丘
陵
－
段
丘
部
分
で

は
小
規
模
な
溜
池
が
み
ら
れ
る
が
、
水
田
化
は
進
ん
で
い
な
い
の
で
数
は
少
な
輸
。
沖
積
平
野
に
は
井
堰
灌
概
が
発
達
す
る
。
南
陽
市
の
対
岸
、

白
河
左
岸
に
そ
の
跡
を
残
す
馬
渡
堰
を
取
水
口
と
し
、
八
○
粁
下
流
の
新
野
に
ま
で
及
ぶ
大
分
下
網
が
あ
り
、
水
田
を
灌
概
し
て
い
た
と
言
わ

　
⑫

れ
る
。
現
在
で
は
南
陽
市
の
上
流
の
白
河
本
流
に
近
代
的
な
取
水
堰
が
あ
り
、
同
じ
規
模
の
灌
提
琴
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
水
田
灌
概
は
ご

く
一
部
で
、
専
ら
畑
灌
概
用
で
あ
る
。
塩
類
集
積
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
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三
　
水
制
御
と
土
地
利
用
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
可
能
性

潅
北
平
原
と
南
陽
盆
地
と
で
は
、
排
水
を
優
先
し
て
畑
作
農
業
を
推
進
す
る
方
向
と
、
灌
概
を
優
先
し
て
稲
作
を
推
進
す
る
全
く
逆
の
方
向
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と
が
共
に
可
能
で
あ
る
。

　
涯
北
低
地
で
は
、
内
湧
は
不
可
避
で
あ
る
。
排
水
路
網
が
完
備
し
た
今
日
で
も
、
最
凹
所
は
欝
害
の
た
め
一
般
農
家
に
と
っ
て
リ
ス
ク
が
大

き
す
ぎ
る
の
で
、
国
営
農
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
夏
季
の
水
稲
作
あ
る
い
は
冬
季
の
小
麦
作
の
い
ず
れ
か
一
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

洪
水
年
に
は
遊
水
池
の
役
目
も
果
す
。
こ
れ
ら
を
含
め
低
湿
地
一
般
で
は
、
排
水
路
が
完
備
す
る
ま
で
は
沼
、
池
、
水
田
、
冬
小
麦
一
作
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
い
は
極
め
て
不
安
定
な
夏
畑
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
日
中
戦
争
中
、
黄
河
の
堤
防
が
花
園
日
（
鄭
州
）
で
故
意
に
決
壊
さ
れ
た
際
、
そ
の
湧

害
は
遠
く
安
徽
省
に
及
び
、
数
年
間
も
の
間
滞
水
が
続
い
た
と
言
わ
れ
る
。

　
排
水
の
徹
底
に
よ
っ
て
面
積
の
大
部
分
を
と
に
か
く
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
古
代
で
は
そ
れ
は
望
め
な
い
か
ら
、
水
稲
あ
る

い
は
小
麦
に
よ
ら
ね
ば
、
か
な
り
の
部
分
は
全
く
耕
作
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
で
き
た
と
し
て
も
常
に
滞
害
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
排
水
優
先
に
よ
っ
て
地
下
水
が
下
が
る
。
そ
れ
で
も
夏
畑
作
物
に
限
っ
て
は
、
畢
魑
年
を
除
い
て
は
聞
題
と
は
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
小
麦
が
低
地
ば
か
り
で
は
な
く
、
夏
作
物
と
組
合
わ
さ
れ
輪
作
体
系
に
取
込
ま
れ
て
広
く
畑
地
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、

小
麦
の
早
越
害
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
逆
に
灌
瀧
優
先
で
は
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
夏
畑
作
物
に
と
っ
て
灌
概
は
必
須
で
は
な
い
。
小
麦
に
対
し
て
も
数
回
の
灌
水
で
済
む
。

古
代
に
お
い
て
灌
概
が
可
能
で
、
か
つ
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
の
は
水
稲
作
に
対
し
て
だ
け
で
あ
る
。

　
南
陽
、
江
潅
間
で
は
井
堰
灌
概
が
可
能
で
あ
る
が
、
潅
北
や
沿
黄
河
地
域
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
後
者
で
は
、
凹
所
を
利
用
し
た
浅
い
皿
池

を
水
源
と
す
る
よ
り
外
な
い
。
そ
の
方
法
が
ど
う
で
あ
れ
水
押
灌
概
に
よ
っ
て
低
地
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
水
田
農
業
は
単
に
過
剰
水

地
帯
の
有
効
利
用
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
灌
聖
水
に
よ
っ
て
塩
類
を
洗
脱
し
、
大
面
積
が
水
田
化
さ
れ
れ
ば
地
下
水
の
淡
水
化
や
内
灘
の

軽
減
と
も
な
る
か
ら
、
塩
類
土
壌
の
改
良
法
で
さ
え
あ
る
。
「
水
稲
栽
培
は
中
国
労
働
人
民
が
早
越
・
湛
水
・
含
塩
化
・
ア
ル
カ
リ
化
を
総
合

管
理
し
た
伝
統
的
な
経
験
で
あ
る
。
」
〔
南
京
土
壌
研
究
所
一
九
八
○
、
訳
、
一
九
八
三
、
＝
二
四
買
〕
と
言
わ
れ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
灌
概
優
先
策
に
は
、
好
ま
し
く
な
い
副
作
用
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
は
、
皿
池
の
た
め
の
水
没
地
の
薗
積
に
比
べ
て
受
益
地

の
面
横
が
小
さ
い
。
前
報
で
行
な
っ
た
漢
代
の
陵
に
つ
い
て
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
そ
の
比
は
前
者
…
に
対
し
て
後
者
は
　
・
三
か
ら
二
・
八
に

し
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
皿
池
水
没
地
の
面
積
は
、
年
々
大
き
く
伸
縮
し
た
と
思
わ
れ
る
。
水
田
経
営
者
の
権
勢
が
十
分
に
大
き
く
、
人
口
圧

が
小
さ
く
な
け
れ
ば
、
増
水
年
を
予
想
し
た
水
没
地
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
水
没
の
可
能
性
の
あ
る
土
地
に
平
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
耕
作
を
許
せ
ば
、
多
雨
年
に
争
い
が
起
こ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
第
二
の
副
作
用
は
地
下
水
位
の
上
昇
で
あ
る
。
地
下
水
位
の
上
昇
は
、

周
辺
の
畑
地
に
対
し
て
黒
熊
の
危
険
を
増
加
さ
せ
る
し
、
そ
れ
が
塩
類
化
す
れ
ば
畑
作
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

三
に
は
、
災
害
の
危
険
性
で
あ
る
。
水
災
の
都
度
、
修
復
に
多
大
な
労
働
力
の
組
織
化
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
灌
概
に
よ
る
水
田
化
の
方

策
は
、
水
稲
耕
作
に
多
大
な
経
済
的
利
潤
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
を
手
中
に
で
き
る
権
力
構
造
と
が
あ
っ
て
初
め
て
功
を
奏
す
る
。

　
排
水
あ
る
い
は
灌
概
優
先
の
相
矛
盾
す
る
方
策
の
対
照
は
、
塩
類
集
積
地
で
最
も
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
他
の
潅
北
平
原
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
南

陽
盆
地
で
は
そ
れ
程
顕
著
で
は
な
い
。
　
一
方
、
江
差
間
段
丘
に
つ
い
て
は
、
こ
の
矛
盾
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
小
規

模
溜
池
に
よ
っ
て
、
中
国
の
長
い
歴
史
を
耐
え
抜
き
う
る
稲
作
が
可
能
で
あ
っ
た
。
一
河
川
を
境
界
と
し
て
か
く
も
翼
然
と
し
た
土
地
利
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

相
違
が
み
ら
れ
る
の
は
、
水
文
、
土
壌
を
律
す
る
要
因
と
し
て
の
地
形
が
決
定
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

①
＊
　
例
え
ば
南
陽
の
新
野
西
部
の
丘
陵
地
に
造
ら
れ
た
貯
水
池
は
、
主
に
小
麦
播

　
種
時
に
利
用
さ
れ
、
皐
越
年
に
は
春
先
に
も
使
用
す
る
。
夏
季
に
は
余
剰
水
を
流

　
出
さ
せ
る
だ
け
で
灌
概
の
必
要
は
な
い
。
各
地
の
計
画
灌
概
水
量
は
小
麦
と
水
稲

　
に
対
し
て
の
み
計
算
さ
れ
て
い
る
。

②
准
　
小
菱
に
は
熱
風
害
も
あ
る
。
汝
南
で
は
六
年
一
回
の
割
合
で
、
五
月
末
か
ら

　
六
月
四
初
に
か
け
て
数
｛
風
磁
R
が
山
の
る
。

③
＊
　
例
え
ば
南
陽
に
お
け
る
標
準
灌
概
水
量
は
、
小
麦
七
五
－
一
〇
五
粍
に
対
し

　
て
、
水
稲
　
二
〇
〇
粍
で
あ
る
。
新
野
に
お
け
る
四
年
に
　
圓
の
皐
魑
を
予
想
し

　
た
と
き
の
灌
概
水
量
は
、
小
麦
三
〇
〇
1
四
五
〇
粍
、
水
稲
一
二
〇
〇
一
｝
五
〇

　
〇
粍
で
あ
る
。

④
寧
　
林
県
は
河
南
省
最
北
部
の
石
灰
岩
質
の
小
黒
地
に
あ
り
、
水
不
足
と
な
り
や

　
す
い
。
【
九
六
〇
年
代
に
潭
河
を
ト
ン
ネ
ル
導
水
路
（
紅
旗
渠
、
二
三
立
米
／
秒
、

　
受
益
地
築
万
余
㎏
）
で
盆
地
内
に
引
き
入
れ
る
ま
で
は
、
井
戸
水
に
頼
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
小
麦
生
産
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
溜
池
を
作
り
、
渠
の
水
を
入

　
れ
、
麦
作
に
一
i
二
回
灌
水
す
る
。
灌
概
に
よ
っ
て
主
食
が
玉
蜀
黍
か
ら
小
麦
に

　
代
っ
た
。

　
　
近
年
の
灌
概
小
春
生
産
の
増
大
に
よ
っ
て
、
食
生
活
に
占
め
る
小
麦
の
地
位
が

　
高
ま
っ
た
こ
と
を
各
地
で
聞
い
た
。
例
え
ば
南
陽
で
は
、
同
じ
マ
ン
ト
ウ
で
も
以

　
前
は
玉
蜀
黍
と
高
梁
で
作
っ
た
が
、
今
日
で
は
専
ら
小
麦
粉
だ
け
で
作
る
。

　
　
灌
概
に
よ
る
小
菱
生
産
の
増
加
は
、
例
え
ば
南
陽
県
で
は
、
非
詩
意
に
お
け
る
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一
一
年
三
作
（
小
麦
－
玉
蜀
黍
－
休
閑
－
甘
藷
）
か
ら
灌
整
地
に
お
け
る
二
年
二
作

　
（
小
菱
－
夏
作
物
（
棉
、
玉
蜀
黍
な
ど
）
）
へ
の
変
化
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化

　
は
灌
概
の
効
果
で
あ
る
が
、
同
時
に
短
桿
の
小
家
種
に
よ
る
生
育
期
間
の
短
縮
、

　
収
穫
前
の
小
業
の
列
間
へ
の
夏
作
物
の
点
播
な
ど
に
も
よ
っ
て
い
る
。

⑤
　
穎
河
よ
り
下
流
で
潅
河
左
岸
に
流
入
す
る
支
流
は
、
そ
の
上
流
に
山
地
を
全
く

　
も
た
な
い
。
潅
河
本
流
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
桐
柏
山
（
一
一
四
〇
米
）
は
山
域

　
が
限
ら
れ
て
い
る
。
芝
露
に
し
て
も
、
牛
伏
－
外
方
山
系
（
㎝
＝
九
一
　
米
）
、
蔦

　
山
（
一
照
四
〇
米
）
を
水
源
と
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
集
水
域
は
流
域
面
積
全
体

　
か
ら
い
え
ぱ
小
ざ
い
。

⑥
＊
　
電
報
で
は
こ
れ
ら
の
湖
水
を
貯
水
池
で
あ
る
と
し
た
が
、
明
ら
か
な
竃
違
い

　
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
杜
預
上
総
か
ら
想
像
さ
れ
る
長
大
な
馬
丁
の
よ
う
な
隙
を
こ

　
れ
ら
に
比
定
し
た
の
も
取
消
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
湖
水
の
名
は

　
胴
清
時
代
の
文
献
に
初
出
す
る
例
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
か
ら
存

　
在
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
今
日
、
こ
れ
ら
の
湖
水
の
い
く
つ
か
に
は
水
門
が

　
設
け
ら
れ
て
い
て
、
逆
流
を
防
い
で
、
湖
水
爾
の
拡
大
に
よ
る
礎
害
を
防
止
し
て

　
い
る
。

　
　
『
水
経
注
』
巻
三
十
潅
水
に
「
慎
水
苗
東
流
、
積
為
燃
阪
。
隈
水
煙
東
南
流
為

　
上
黒
影
、
又
菓
為
中
膜
破
、
又
東
南
為
下
野
阪
、
皆
与
鴻
郡
破
水
散
流
。
其
破
首

　
油
阪
野
川
、
左
結
鴻
阪
。
（
中
略
）
破
水
墨
流
、
下
塵
慎
水
、
而
東
南
経
息
城
北
、

　
又
東
南
入
潅
、
謂
之
慎
口
。
」
と
あ
っ
て
、
姦
時
で
も
愚
輩
本
流
の
水
を
引
ぎ
入

　
れ
た
．
鮫
が
支
流
合
流
点
の
近
く
に
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

⑦
＊
　
黄
潅
間
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
河
南
省
商
水
梁
白
寺
鎮
斬
庄
村
は
、
洪
水
「
五

　
湖
十
八
城
」
の
ひ
と
つ
秦
湘
湖
の
元
の
湖
底
に
あ
る
。
そ
の
土
壌
は
重
霜
な
グ
ル

　
ム
ゾ
ル
、
排
水
は
不
良
で
、
湛
水
す
る
と
癒
、
ア
ル
カ
リ
害
が
発
現
す
る
。
排
水

　
路
は
皐
越
時
以
外
は
常
に
滞
水
の
な
い
よ
う
に
し
、
地
下
水
位
を
地
表
か
ら
四
米

　
以
下
に
保
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。

③
＊
　
江
准
間
の
谷
間
で
は
古
い
か
ら
井
堰
濃
概
が
あ
り
、
状
況
は
南
陽
盆
地
と
岡

　
じ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
固
始
県
の
史
冊
河
畔
に
は
明
清
時
代
の
工
事
を
記
録
し
た

　
石
碑
が
あ
り
、
毎
年
田
植
時
と
夏
の
二
回
、
草
と
砂
で
「
黄
河
捲
堰
」
の
法
に
従

　
っ
て
堰
を
築
い
た
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
辺
り
に
は
宋
代
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
雷

　
わ
れ
る
木
製
の
均
済
水
門
跡
が
あ
り
、
六
、
七
千
㎏
を
灌
廻
し
た
と
言
わ
れ
る
。

　
　
解
放
前
の
圃
始
県
で
は
井
堰
灌
概
に
よ
る
水
田
が
二
等
㎞
、
小
規
模
溜
池
に
よ

　
る
不
安
定
な
水
田
が
約
三
万
㎞
あ
っ
た
。
溜
池
か
ら
は
龍
骨
車
で
人
力
揚
水
し
た
。

　
冬
季
湛
水
の
慣
行
は
水
不
足
対
策
で
も
あ
り
、
溜
池
か
ら
遠
い
水
田
や
低
地
の
水

　
田
に
多
か
っ
た
（
W
注
①
）
。
水
不
足
は
主
に
田
植
時
に
あ
り
、
時
期
を
ず
ら
し

　
た
苗
代
を
作
っ
て
対
応
し
た
り
、
ど
う
し
て
も
不
足
す
る
年
に
は
水
醸
に
夏
畑
作

　
物
を
植
え
た
。
　
一
九
五
六
年
完
成
の
梅
肉
水
庫
（
安
徽
雀
、
最
大
貯
水
量
二
　
・

　
三
億
立
米
）
と
一
九
七
二
年
完
成
の
鮎
魚
山
水
庫
（
河
南
省
、
最
大
貯
水
量
八
・

　
五
億
立
米
）
を
水
源
と
す
る
大
獄
戦
馬
に
よ
っ
て
段
丘
上
の
水
田
も
全
て
安
定
し

　
た
灌
概
水
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
水
田
面
積
も
お
よ
そ
二
五
％
増
加
し
た
。

⑨
＊
　
こ
こ
で
は
水
稲
作
で
さ
え
不
可
能
で
、
冬
の
麦
作
一
作
と
言
う
所
が
あ
る
。

　
欝
県
の
潅
河
右
岸
に
寿
西
湖
農
場
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
一
九
五
～
年
ま
で
は
、
ひ

　
と
つ
が
千
㎞
以
下
の
小
規
模
な
坪
田
が
あ
り
、
水
稲
や
畑
作
物
を
栽
培
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
全
体
を
堤
防
で
囲
み
、
ポ
ン
プ
排
水
を
設
け
て
農
場
と
し
た
。
現
在
、

　
水
稲
少
々
と
豆
、
菱
を
作
っ
て
い
る
。
一
九
五
四
年
、
六
入
年
に
洪
水
の
害
を
受

　
け
て
い
る
。
運
河
氾
濫
原
に
は
「
孜
」
と
い
う
字
の
つ
く
地
名
が
多
い
が
、
こ
れ

　
ら
は
土
盛
し
た
集
落
あ
る
い
は
家
屋
を
意
味
す
る
と
雷
う
。

⑩
寒
　
白
河
の
臓
河
溢
は
老
白
河
の
名
で
残
っ
て
い
る
。
明
代
に
流
路
変
更
し
た
と

　
言
わ
れ
る
。
一
九
三
五
年
に
は
記
録
的
な
洪
水
が
あ
り
、
新
野
県
の
ほ
ぼ
山
県
に

　
被
害
が
あ
り
、
全
戸
壊
減
の
村
も
あ
り
、
死
者
も
出
た
。

⑪
＊
　
｝
戸
あ
る
い
は
鼠
戸
が
使
用
す
る
だ
け
の
小
・
さ
い
も
の
は
、
土
堤
の
下
に
数

　
枚
の
水
田
が
あ
る
。
一
九
五
〇
、
六
〇
年
代
の
造
當
と
雷
う
。
大
き
な
も
の
で
は

　
堤
長
五
〇
〇
米
に
も
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
水
照
は
な
く
、
専
ら
小
麦
下
意
用
で

　
あ
る
。
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⑫
＊
　
馬
渡
堰
か
ら
の
水
路
網
は
召
父
渠
と
呼
ば
れ
、
漢
の
南
陽
郡
太
守
信
臣
の
創

始
と
言
わ
れ
る
。
明
末
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
四
、
五
万
始
を
灌
概
し
て
い
た
。

　
そ
の
水
路
は
一
九
二
〇
年
代
に
改
修
さ
れ
、
排
水
路
と
な
り
、
漂
河
と
な
っ
て
い

　
る
。
陶
陽
市
の
下
流
一
二
粁
に
も
、
堰
守
の
名
を
と
っ
た
王
臣
堰
が
あ
っ
た
が
、

　
今
は
な
い
。
新
野
欝
北
方
沙
堰
鎮
で
は
…
九
五
〇
年
に
老
白
河
（
注
⑩
）
淡
藻
工

　
纂
中
に
実
父
渠
に
つ
な
が
る
取
水
口
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
　
南
陽
市
の
上
流
、
蒲
山
に
も
古
く
か
ら
分
水
堰
が
あ
り
、
黄
機
器
、
玉
池
阪
へ

　
と
導
水
さ
れ
て
い
た
が
、
両
阪
と
も
現
在
は
地
名
と
し
て
残
る
だ
け
で
あ
る
。
そ

　
の
ひ
と
つ
黄
池
阪
庄
を
訪
れ
た
が
、
そ
こ
は
五
二
長
の
凹
地
で
、
約
三
米
幅
の
排

　
水
路
が
二
〇
〇
－
三
〇
〇
米
悶
隔
に
掘
ら
れ
て
い
た
。
現
在
は
小
麦
と
高
梁
ま
た

　
は
玉
蜀
黍
の
二
毛
作
が
行
な
わ
れ
る
畑
地
で
、
水
田
は
な
い
。
凹
地
の
中
心
部
は

　
排
水
不
良
の
た
め
現
在
で
も
利
用
で
き
な
い
。
土
地
の
老
人
に
よ
れ
ば
、
排
水
路

　
掘
削
前
ま
で
は
土
堤
を
も
つ
大
き
な
蓮
池
で
あ
っ
た
と
雷
う
。
か
つ
て
の
阪
の
周

　
辺
に
承
田
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
灌
概
は
畑
地
に
も
及
ん
で
い
た
と

　
言
わ
れ
る
。

　
　
白
河
右
岸
の
支
流
、
ヨ
河
に
は
『
水
細
注
』
に
「
楚
場
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て

　
い
る
水
利
施
設
が
あ
り
、
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。
（
『
水
指
注
臨
二
九
…
揚
水
「
瀧

　
水
又
蓬
其
県
東
南
、
歴
冠
軍
－
県
爾
北
、
膚
楚
場
、
高
下
相
承
八
重
、
周
十
里
、
方

　
塘
蓄
水
澤
義
血
窮
」
）

⑬
＊
　
例
え
ば
西
平
の
北
、
潔
河
市
の
南
に
あ
る
老
王
披
と
呼
ば
れ
る
か
つ
て
の
湖

　
底
で
は
、
夏
季
に
は
洪
水
を
低
地
内
へ
分
水
さ
せ
、
下
流
を
洪
水
か
ら
護
る
た
め

　
蓄
水
す
る
。
冬
季
は
変
作
を
行
な
う
。
現
在
は
国
営
農
場
と
な
っ
て
い
る
。
分
水

　
前
の
冬
作
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。

　
　
指
南
の
東
、
汝
一
洪
河
間
の
湿
地
に
も
国
鴬
農
場
が
あ
り
、
か
つ
て
水
田
で
あ

　
つ
た
が
、
今
は
小
麦
畑
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
周
辺
に
は
小
敵
で
さ
え
も
で
き
な

　
い
（
収
穫
時
に
内
潜
と
な
る
確
率
が
高
い
）
土
地
が
あ
り
、
［
部
で
五
〇
1
［
○

　
○
糎
土
盛
を
し
て
、
畑
地
を
造
営
中
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
に
は
「
肢
扁
の
つ
く

　
地
名
が
多
い
。

⑭
＊
　
商
水
墨
は
穎
河
、
聖
訓
の
支
流
が
集
る
所
で
、
特
に
低
湿
で
あ
る
。
洪
河
支

　
流
の
沙
河
は
、
一
八
五
三
…
一
九
五
九
年
間
に
平
均
六
年
に
一
二
氾
濫
し
、
そ
の

　
被
害
は
安
徽
省
に
ま
で
及
ん
だ
。
沙
河
水
庫
の
水
は
今
で
こ
そ
諸
派
に
も
使
わ
れ

　
る
が
、
当
初
の
穏
的
は
洪
水
防
止
で
あ
っ
た
。
「
九
五
〇
年
代
以
前
の
夏
作
面
積

　
は
現
在
の
六
五
％
に
過
ぎ
ず
、
小
去
で
さ
え
一
部
に
し
か
作
付
け
で
き
な
か
っ
た
。

　
一
九
五
五
年
以
降
、
河
川
改
修
、
排
水
路
建
設
な
ど
に
よ
っ
て
漢
心
を
防
止
し
、

　
井
戸
に
よ
る
灌
概
が
進
ん
だ
。
現
在
は
全
耕
地
の
約
四
〇
％
が
湿
害
、
皐
講
習
か

　
ら
保
証
さ
れ
て
い
る
。
一
日
一
五
〇
粍
の
降
雨
（
五
年
降
雨
）
で
も
酒
害
が
な
い

　
こ
と
を
排
水
の
設
計
基
準
と
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
地
方
で
は
、
淫
雨
を
高
王
地
（
主
に
集
落
が
立
地
し
て
い
る
）
、
平
披
地
、

　
披
熱
地
（
低
湿
地
）
に
分
類
す
る
。
同
県
嚢
老
郷
二
七
ケ
村
は
、
商
水
「
五
湖
十

　
八
城
」
の
披
の
ひ
と
つ
で
、
三
郷
が
渋
難
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、
五

　
〇
粍
の
雨
で
内
陸
が
起
こ
り
、
夏
作
不
能
地
も
多
か
っ
た
。
例
え
ば
雨
冠
の
張
橋

　
村
で
は
夏
作
物
は
全
く
な
く
、
小
菱
作
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
九
七
五
年
以
来
、
湯

　
河
（
穎
－
洪
間
の
排
水
河
川
）
が
拡
幅
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
排
水
路
が
掘
削

　
さ
れ
た
。
排
水
路
の
水
位
は
、
　
「
九
八
○
年
以
来
掘
醜
さ
れ
た
灌
面
輔
井
戸
の
た

　
め
に
調
節
さ
れ
て
い
る
。

　
　
安
徽
省
最
北
部
、
沿
黄
河
地
域
に
あ
る
瀟
県
西
都
に
は
大
低
地
が
あ
る
。
か
つ

　
て
内
游
が
糖
…
発
し
、
か
つ
塩
黛
旧
、
ア
ル
カ
リ
蹴
μ
も
ひ
ど
か
っ
た
。
綿
…
、
キ
マ
メ
、

　
｛
虹
梁
、
粟
な
ど
の
外
に
、
ア
ル
カ
リ
に
強
い
「
絨
穀
」
と
呼
ば
れ
る
作
物
を
栽
培

　
し
た
。
七
〇
年
代
に
な
っ
て
排
水
が
進
み
、
改
良
さ
れ
た
。

⑯
　
後
述
の
W
注
③
を
参
照
。

⑯
＊
　
今
臼
で
も
貯
水
池
決
壊
に
よ
る
大
洪
水
が
あ
る
。
例
え
ば
汝
河
上
流
の
板
橋

　
水
上
は
一
九
七
五
年
決
壊
し
、
死
者
二
万
入
を
出
し
た
。
下
流
の
汝
南
に
は
宿
鴨

　
水
魔
が
あ
り
、
そ
れ
も
決
壊
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
被
害
を
最
小
に
止
め
る
べ
く

　
宿
鴨
水
泳
に
爆
薬
が
仕
掛
け
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
下
流
の
安
徽
省
の
襲
民
が
水
庫
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堤
防
上
に
座
込
み
、
故
意
の
決
壊
は
果
さ
れ
な
か
っ
た
。
有
名
な
筍
阪
（
寿
県
安

豊
穂
）
も
　
九
五
四
年
に
破
堤
し
、
下
流
に
大
水
害
を
起
こ
し
て
い
る
。
（
藤
阪

　
に
つ
い
て
は
V
注
⑥
）

⑰
＊
　
潅
北
で
は
、
三
国
魏
に
ま
で
遡
ら
ず
と
も
、
か
つ
て
は
現
在
よ
り
は
稲
作
が

　
多
か
っ
た
。
安
徽
省
農
業
科
学
院
で
は
一
九
八
○
年
に
、
潅
北
の
稲
作
可
能
性
調

　
査
の
　
環
と
し
て
各
県
志
を
調
査
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
一
九
四
年
の
費
河
最

　
後
の
大
氾
濫
に
よ
り
潅
北
の
水
利
施
設
が
破
壊
さ
れ
、
稲
作
が
減
少
し
た
。
し
か

　
し
、
そ
の
後
で
あ
っ
て
も
断
片
的
な
稲
作
の
記
録
が
あ
る
。
例
え
ば
宋
代
の
阜
陽

　
県
恋
に
は
低
地
稲
作
の
記
録
が
あ
り
、
阜
南
県
の
万
溝
で
は
優
良
米
を
生
産
し
、

　
皇
帝
に
献
上
し
た
。

　
　
解
放
直
後
の
安
徽
省
潅
北
に
は
、
約
二
万
五
千
㎞
の
水
田
（
全
耕
地
面
積
の
一
・

　二

刀
j
が
主
に
悪
熱
沿
い
の
鳳
台
－
懐
遠
に
あ
っ
た
。
天
水
照
で
、
婁
登
熟
期
に

陸
苗
代
を
作
り
、
雨
が
あ
れ
ば
移
植
す
る
が
、
な
け
れ
ば
放
棄
し
て
豆
類
を
植
え

た
と
言
う
。
現
在
は
潅
河
か
ら
の
ポ
ン
プ
揚
水
に
よ
っ
て
約
一
入
、
四
万
肱
の
水

田
が
灌
概
さ
れ
て
い
る
。
灌
概
水
は
そ
の
倍
以
上
の
面
積
分
あ
る
と
言
う
。

　
今
回
の
旅
行
の
際
、
河
南
省
南
棄
部
の
新
薬
か
ら
真
南
へ
潅
河
に
向
う
道
を
走

っ
た
。
包
囲
（
潅
河
ま
で
三
〇
、
四
〇
粁
）
辺
り
か
ら
小
さ
な
溜
池
が
集
落
廻
り

に
出
て
く
る
一
，
臥
う
に
な
り
、
小
面
積
な
が
ら
水
霞
が
現
わ
れ
始
め
る
。
夏
庄
（
同

一
〇
粁
）
ま
で
来
る
と
、
水
牛
の
姿
が
見
ら
れ
、
か
な
り
水
田
が
増
え
る
が
、
そ

れ
で
も
潅
河
対
岸
の
水
田
卓
越
地
帯
と
は
全
く
景
観
が
異
な
る
。
こ
の
道
路
が
潅

河
を
渡
る
箇
所
で
は
、
・
石
岸
は
ゴ
　
○
一
四
〇
米
の
赤
色
の
巌
と
な
っ
て
お
り
、
水

力
発
電
所
が
あ
る
。

皿
　
第
二
次
大
戦
後
の
水
制
御
問
題
と
土
地
利
用
の
展
開

「火耕水霧」再考（福井・河野）

　
以
下
で
は
『
中
国
土
壌
』
〔
一
九
八
○
〕
、
陳
仁
端
m
九
七
七
〕
、
そ
れ
に
今
回
旅
行
で
の
見
聞
を
交
え
て
、
解
放
後
の
灌
概
と
排
水
の
方
策
の

葛
藤
を
述
べ
る
。

　
解
放
後
一
九
五
八
年
頃
ま
で
は
、
洪
水
防
御
と
湛
水
排
除
を
主
た
る
臼
的
と
し
た
。
す
な
わ
ち
河
川
通
水
量
の
増
大
工
事
で
あ
り
、
上
流
の

貯
水
ダ
ム
、
中
流
の
調
節
ダ
ム
建
設
に
よ
る
游
害
防
止
と
一
部
の
灌
概
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
方
法
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
は
外
湯
は
防
止
で
き
て
も
内
湧
は
防
止
で
き
な
い
。
一
方
、
い
く
つ
か
の
地
区
で
は
一
九
五
〇
年
代
に
、
地
区
内
貯
水
に
よ
っ
て
務
害
防
止

と
灌
概
に
よ
る
早
害
防
止
と
を
同
時
に
達
成
す
る
試
み
が
功
を
奏
し
て
い
た
。

　
例
え
ば
天
津
地
域
の
窪
地
は
、
従
来
は
遊
水
池
に
過
ぎ
ず
、
門
勢
至
」
と
呼
ば
れ
る
耐
水
品
種
が
一
部
農
民
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
だ

け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
窪
地
に
土
堤
を
築
き
、
加
え
て
河
川
、
排
水
路
に
貯
水
し
、
そ
の
水
を
理
博
水
源
と
し
て
従
来
の
畑
作
物
に

代
っ
て
稲
を
栽
培
し
、
成
果
を
挙
げ
た
。
河
北
省
徐
水
県
（
北
京
市
西
南
約
＝
一
〇
粁
）
で
は
「
平
原
作
物
水
雲
」
と
呼
ば
れ
る
溜
池
を
作
っ
た
。
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こ
れ
ら
は
川
岸
を
罷
ん
で
葡
萄
房
状
に
掘
ら
れ
、
洪
水
時
に
貯
水
し
た
り
、
平
原
に
星
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
に
掘
ら
れ
、
冠
水
時
に
水
を
貯
め

て
乾
季
に
灌
糊
し
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
と
肥
料
増
産
、
栽
培
の
集
約
化
に
よ
っ
て
生
産
を
増
大
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る
。
栽
培
技
術
一
般
に
つ
い

て
は
「
湖
北
省
麻
城
」
（
武
漢
市
東
北
約
一
〇
〇
粁
）
に
学
ん
だ
と
雷
わ
れ
、
そ
の
中
に
は
「
冬
季
灌
概
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
上
記
の
例
な
ど
の
実
績
に
基
づ
い
て
、
排
水
よ
り
も
貯
水
（
「
蓄
」
）
に
重
点
を
お
く
基
本
方
針
の
大
変
換
が
あ
っ
て
、
一
九
五
八
年
忌
安
徽
潅

北
に
対
し
て
「
河
網
化
」
の
政
策
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
単
に
排
水
路
の
臼
を
細
か
く
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
貯
水

し
て
灌
概
用
水
と
す
る
こ
と
は
勿
論
、
さ
ら
に
池
、
井
戸
、
「
好
」
（
土
堤
で
囲
ま
れ
た
水
田
、
す
な
わ
ち
輪
中
）
な
ど
を
作
り
、
水
田
化
に
よ
っ
て

「
潅
北
を
江
南
に
変
え
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
こ
の
政
策
の
実
施
第
一
年
鼠
だ
け
で
水
稲
栽
培
は
前
年
の
七
万
㎏
か
ら
三
五
万
㎞
に
増
加

し
た
。

　
こ
の
方
向
転
換
は
地
下
水
位
を
高
め
、
塩
類
集
積
を
促
進
し
、
畑
地
の
湧
害
を
激
化
さ
せ
た
。
そ
こ
で
再
び
洪
水
防
御
と
排
水
が
促
進
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
貯
水
が
軽
視
さ
れ
早
魑
害
が
増
加
し
た
。
こ
の
困
難
な
問
題
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
動
力
ポ
ン
プ
井
戸

を
多
数
掘
削
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
地
下
水
の
ポ
ン
プ
揚
水
は
灌
概
鼠
的
ば
か
り
で
は
な
く
、
含
塩
地
下
水
を

汲
み
揚
げ
て
排
水
路
に
流
し
た
。
そ
の
結
果
、
河
北
省
、
河
南
省
北
部
な
ど
で
数
十
粁
四
方
に
も
及
ぶ
地
下
水
位
の
漏
斗
状
の
低
下
が
起
こ
っ

た
。
こ
の
こ
と
自
体
は
塩
害
防
止
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
灌
概
に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
を
経
た
末
、
こ
の
二
律
背
反
を
抜
け
押
す
べ
く
、
降
水
、
地
表
水
、
土
壌
水
、
地
下
水
の
四
水
を
総
合
的
に
管
理

す
る
こ
と
、
季
節
に
応
じ
て
そ
れ
ら
を
操
作
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
季
節
に
応
じ
た
管
理
と
は
、
「
春
排
」
（
排
水
と
除
塩
）
、

「
夏
滞
」
（
湛
水
貯
溜
）
、
「
秋
蓄
」
（
水
路
、
凹
地
で
の
貯
水
）
、
「
冬
灌
」
（
地
下
水
補
充
）
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
水
稲
生
産
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
陳
仁
端
属
は
潅
北
河
網
化
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
水
田
面
積
の
消
長
に
触
れ
て

い
な
い
。
『
中
国
土
壌
』
で
も
、
農
業
生
産
全
体
や
灌
概
面
積
の
増
加
は
数
字
で
承
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
稲
作
に
つ
い
て
は
一

切
示
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
ら
の
旅
行
中
に
各
地
で
聞
い
た
水
面
統
計
値
は
、
ほ
と
ん
ど
の
県
で
大
躍
進
時
の
拡
大
と
、
そ
の
後
の
顕
著
な
縮
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「火耕水褥」再考（福井’河野）

　
　
　
　
　
　
　
②

小
を
示
し
て
い
る
。
結
局
、
幸
区
低
地
や
南
陽
盆
地
で
は
、
大
規
模
で
継
続
的
な
水
田
化
は
起
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
で
も

水
稲
増
産
方
針
は
否
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
生
産
経
済
性
は
決
し
て
悪
い
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
栽
培
技
術
な
ど
の
問
題
が
あ
る

　
　
　
　
　
③

と
言
わ
れ
る
。

　
　
「
蓄
」
優
先
が
展
開
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
後
半
後
の
一
時
期
を
ピ
ー
ク
に
水
田
面
積
が
減
少
し
た
こ
と
に
は
、
非
市
場
経
済
下
に
お
け
る

政
治
的
、
政
策
的
問
題
も
絡
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
隠
避
ら
に
は
よ
く
分
ら
な
い
。
た
だ
技
術
的
に
は
、
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
そ
う

で
あ
る
。

　
第
一
に
は
、
長
期
的
に
は
治
山
治
水
、
水
漉
改
修
が
進
ん
だ
結
果
、
務
害
の
危
険
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
潅
河
の
通
水

能
力
は
毎
秒
八
、
○
○
○
立
米
か
ら
二
二
、
○
○
○
立
米
に
増
加
し
た
。
一
方
、
今
臼
で
は
古
代
に
お
け
る
よ
う
な
畑
作
不
適
地
の
有
効
利
用
と

し
て
の
水
稲
作
で
は
な
い
。
種
々
の
生
育
期
間
の
異
な
る
夏
野
作
物
と
の
多
毛
作
に
水
稲
を
含
ま
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
労
働
力
の
調

達
、
水
管
理
な
ど
に
相
当
の
困
難
を
伴
う
。
こ
れ
が
第
二
の
理
由
と
思
わ
れ
る
。
久
し
く
畑
作
一
辺
倒
で
あ
っ
た
地
域
に
水
稲
作
を
導
入
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
と
は
、
技
術
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
の
外
に
も
様
々
な
文
化
的
戸
惑
い
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
も
稲
作
の
不
調
の
一
因
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

①
例
え
ば
無
量
で
は
上
流
に
白
沙
ダ
ム
が
一
九
五
二
年
に
完
成
し
た
が
、
下
流
の

　
水
害
、
畢
害
の
閤
題
は
来
解
決
で
あ
っ
た
。
一
九
五
六
年
八
月
三
士
か
ら
四
臼
に

　
か
け
て
二
五
〇
粍
の
降
雨
が
あ
っ
た
と
き
、
白
沙
ダ
ム
は
最
大
容
水
量
の
四
分
の

　
一
し
か
貯
水
し
て
い
な
い
の
に
下
流
で
は
五
県
に
わ
た
っ
て
約
一
五
万
肱
が
冠
水

　
し
た
〔
陳
仁
端
一
九
七
七
〕
。

②
＊
　
例
え
ば
南
陽
新
野
県
の
水
準
面
積
は
一
九
五
八
年
に
は
二
千
㎞
足
ら
ず
で
あ

　
つ
た
が
、
｝
九
七
二
年
に
は
一
旦
六
、
七
千
肱
に
増
加
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
千

　
㎏
以
下
に
激
減
し
て
い
る
。
河
南
省
汝
南
県
の
全
耕
地
薦
積
入
明
四
千
㎞
の
う
ち
、

　
現
在
、
水
稲
面
積
は
千
畑
前
後
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
汝
南
西
南
の
常
興
に
集
中

　
し
、
こ
こ
だ
け
で
も
一
九
六
二
年
に
は
二
千
血
の
水
田
が
あ
っ
た
。
今
は
使
わ
れ

　
て
い
な
い
灌
概
用
ダ
ク
ト
が
空
し
く
残
っ
て
い
る
。
安
徽
省
宿
照
で
は
一
九
五
入

　
年
に
二
万
㎞
ま
で
増
加
し
た
が
、
六
〇
年
以
降
は
減
少
し
、
七
〇
年
代
以
降
は
現

　
在
の
水
準
で
あ
る
三
千
㎞
に
落
着
い
て
い
る
。

③
棉
な
ど
の
夏
作
物
の
増
収
と
作
付
け
割
当
て
、
小
麦
跡
に
水
稲
栽
培
す
る
場
合

　
の
労
働
力
不
足
、
農
民
の
水
稲
作
不
慣
れ
に
原
因
す
る
不
適
切
な
施
肥
、
品
種
選

　
択
、
用
水
不
足
な
ど
の
原
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　
労
働
の
ピ
ー
ク
に
つ
い
て
い
え
ば
、
例
え
ば
汝
影
響
で
の
唯
｝
の
稲
作
栽
培
集

　
中
坐
で
あ
る
常
興
（
注
②
）
で
は
、
早
生
の
小
菱
を
五
月
二
〇
半
過
ぎ
に
収
穫
し
、

　
六
月
四
日
に
田
植
を
終
了
し
て
い
る
。
苗
齢
は
…
ケ
月
で
、
苗
代
用
地
に
は
冬
作

　
は
な
い
。
出
始
県
で
は
、
遅
く
と
も
六
月
一
〇
臼
ま
で
に
田
植
え
を
済
さ
ね
ば
な

　
ら
な
い
が
、
小
麦
収
穫
と
の
間
隔
は
二
週
間
で
あ
る
。
水
田
裏
作
は
六
〇
％
し
か

　
な
い
。
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④
新
野
県
で
の
唯
一
の
水
稲
栽
培
集
中
地
で
あ
る
五
星
村
で
は
、
ウ
ル
チ
米
贔
種

　
を
湖
北
省
か
ら
取
寄
せ
た
。
こ
こ
で
も
主
食
は
小
麦
で
、
米
は
朝
粥
程
度
で
あ
る
。

河
南
省
最
北
部
の
林
県
で
は
、
水
稲
晶
種
供
給
、
栽
培
法
指
導
を
同
省
最
南
部
の

信
号
に
依
存
し
て
い
る
。
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W
　
古
代
稲
作
に
関
す
る
文
献
解
釈

　
以
上
に
述
べ
て
き
た
当
該
地
域
の
自
然
環
境
の
蠕
蟷
的
性
格
を
踏
え
た
上
で
、
古
代
の
稲
作
を
示
唆
す
る
文
献
を
今
一
度
吟
味
す
れ
ぼ
ど
の

よ
う
に
な
ろ
う
か
。
西
嶋
疵
は
当
時
の
稲
作
を
「
華
北
」
と
「
二
河
流
域
以
南
」
（
あ
る
い
は
江
准
）
の
二
つ
に
分
け
て
論
じ
、
前
老
は
『
戦
国

策
』
、
　
『
氾
勝
之
書
』
と
『
四
民
月
令
』
の
侠
文
、
『
斉
民
要
術
』
の
「
北
土
」
の
地
の
稲
作
に
関
す
る
記
事
な
ど
か
ら
、
後
者
は
火
耕
水
門
に

対
す
る
応
訴
注
、
『
周
礼
』
と
そ
の
鄭
玄
注
、
そ
れ
に
『
斉
肝
要
術
』
の
「
北
土
」
以
外
の
地
の
稲
作
に
関
す
る
記
事
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
後
者
の
諸
文
献
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。

『
周
礼
』
地
官
稲
人
条

　
そ
の
「
掌
稼
下
地
」
の
「
下
地
」
、
「
凡
稼
澤
」
の
「
澤
」
と
は
「
野
草
」
が
繁
茂
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
畑
地
と
し
て
は
利
用
で
き
な
い
程

の
低
湿
地
で
あ
ろ
う
。
稲
人
条
の
「
澤
草
所
生
、
種
之
芒
種
。
」
の
「
芒
種
」
と
は
麦
と
稲
の
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
夏
季
の
水
稲
あ
る
い
は

冬
季
の
小
麦
い
ず
れ
か
一
作
だ
け
の
、
年
に
よ
っ
て
は
遊
水
池
と
も
な
る
、
先
述
し
た
国
営
農
場
の
よ
う
な
立
地
を
想
起
さ
せ
る
。

　
次
い
で
低
地
の
水
稲
作
の
た
め
に
六
種
類
の
水
管
理
の
手
段
が
語
ら
れ
る
。
塩
害
低
湿
地
の
稲
作
に
は
灌
概
と
排
水
の
両
者
が
必
要
で
あ
る

こ
と
の
反
映
か
も
知
れ
な
い
。

　
次
に
雑
草
除
去
に
関
す
る
記
事
が
来
る
。
ま
ず
「
以
渉
揚
洋
装
作
田
’
　
は
、
螂
玄
注
の
通
り
に
前
年
の
草
を
揚
去
す
る
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
し
草
続
き
が
書
か
れ
て
い
な
い
ぽ
か
り
か
、
燃
え
そ
う
も
な
い
湿
っ
た
草
の
状
態
が
想
像
で
き
る
。
前
年
に
除
草
す
る
方
法
を
鄭
玄
は
「
必

於
六
月
之
時
、
大
雨
時
行
、
以
水
病
絶
草
之
後
生
者
。
至
秋
水
零
丁
之
。
明
年
之
稼
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
西
嶋
氏
は
、
夏
の
灌
水
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除
草
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
草
之
後
生
者
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
に
さ
ら
に
一
度
何
ら
か
の
方
法
で
除
草
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
し

て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
同
幾
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
除
草
の
後
、
そ
の
翌
年
に
栽
培
を
行
な
う
の
で
あ
る
か
ら
、
植
付
の
前
年
に
は
明

ら
か
に
作
付
が
な
か
っ
た
と
し
、
「
歳
易
」
の
補
助
的
根
拠
と
し
て
い
る
。

　
所
で
西
嶋
氏
は
、
『
斉
民
話
術
』
の
稲
作
の
記
載
な
ど
か
ら
、
歳
易
の
最
大
の
理
由
は
雑
草
対
策
に
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
だ
と
す
れ

ば
上
記
の
四
段
階
の
除
草
を
経
た
後
の
雑
草
の
状
況
に
比
べ
て
、
連
作
の
場
舎
の
そ
れ
は
余
程
酷
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
植
付
前
年

に
除
草
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
立
地
か
ら
も
、
「
草
之
後
生
者
」
と
言
う
句
か
ら
も
、
宿
根
性
の
雑
草
と
思
わ
れ
る
。
宿
根
性
雑
草
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

華
北
の
厳
寒
を
思
え
ば
連
作
二
年
醤
の
雑
草
状
況
が
一
年
目
と
格
段
と
違
う
と
は
思
え
な
い
。
か
と
言
っ
て
た
っ
た
一
作
の
栽
培
年
中
に
湿
地

に
一
年
性
雑
草
が
は
び
こ
り
、
翌
年
の
植
付
を
不
可
能
と
す
る
こ
と
も
想
像
し
に
く
い
。
わ
ざ
わ
ざ
休
閑
し
て
厄
介
な
除
草
を
行
な
う
よ
り
も
、

連
作
の
方
が
い
く
ら
か
雑
草
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
『
周
礼
』
が
示
す
も
の
が
開
田
方
法
か
、
経
常
的
な
農
法
か
に
つ
い
て
同
氏
は
、
草
人
法
条
に
は
経
常
的
な
肥
培
法
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

稲
人
条
も
経
常
的
方
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
問
題
と
す
べ
き
は
、
当
時
の
華
北
に
そ
も
そ
も
恒
久
的
な
水
田
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
自
ら
は
米
を
食
さ
な
い
商
品
米
生
産
畑
作
民
が
、
飯
米
生
産
を
基
本
と
す
る
稲
作
民
と
同
じ
よ
う
な
水
田
を
造
る
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
も
湛
水
は
周
辺
の
畑
地
に
鼠
害
を
も
た
ら
す
危
険
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
ら
か
な
根
拠
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

状
況
は
開
拓
法
か
経
常
法
か
の
二
巻
択
一
で
は
な
く
、
「
経
常
的
開
拓
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
す
な
わ
ち
水
稲
は
、

一
定
の
条
件
が
整
っ
た
と
き
だ
け
利
用
さ
れ
る
低
湿
地
耕
地
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
利
用
の
前
年
に
は
作
付
が
な
い
場
合

が
多
く
、
雑
草
除
去
に
手
間
が
掛
る
の
は
勿
論
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
か
と
言
っ
て
連
作
を
不
可
能
に
す
る
程
雑
草
が
繁
茂
す
る
の
も
理
解
し
難

い
か
ら
、
二
年
続
け
て
作
付
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
し
、
逆
に
な
く
て
も
お
か
し
く
な
い
。
永
続
性
が
な
い
の
は
雑
草
よ
り
も
、
塩
害
、

水
条
件
の
経
年
変
化
、
社
会
．
経
済
・
文
化
的
背
景
な
ど
の
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
『
周
礼
』
が
作
付
け
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

年
の
除
草
か
ら
述
べ
始
め
る
の
は
良
く
理
解
で
き
る
。
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二
　
『
斉
　
民
　
要
　
術
』

　
そ
の
巻
二
で
は
鋤
対
象
地
域
を
特
定
し
な
い
で
述
べ
ら
れ
た
歳
易
、
直
播
法
と
、
個
「
北
土
」
で
行
な
わ
れ
る
連
作
、
移
植
法
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
B
法
の
細
字
爽
註
に
、
公
理
で
は
な
い
か
ら
草
及
び
稗
が
生
長
し
て
、
刈
り
取
っ
て
も
絶
滅
し
な
い
の
で
移
植
す
る
と
い
う
説
明

が
あ
る
。
従
っ
て
A
法
の
歳
易
の
効
能
は
雑
草
を
駆
除
す
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
西
嶋
氏
が
言
う
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

し
、
同
民
は
そ
れ
に
続
け
て
「
休
閑
法
が
除
草
処
理
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
論
理
の
飛
躍
が

あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
休
閑
の
効
能
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
能
ゆ
え
に
休
閑
が
必
要
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
A
法
に

お
け
る
歳
易
↓
除
草
容
易
↓
直
播
と
言
う
因
果
関
係
を
逆
に
辿
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
事
情
は
B
法
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、
連
作
↓
除
草

困
難
↓
移
植
と
言
う
因
果
関
係
の
流
れ
を
逆
に
辿
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
連
作
に
つ
い
て
同
氏
は
、
そ
の
理
由
を
北
緯
に
お
け

る
水
田
適
地
の
希
少
さ
に
求
め
て
い
る
。
で
は
A
法
の
里
雪
の
理
由
と
し
て
何
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
A
法
で
は
、
水
質
が
重
要
で
あ
る
か
ら
水
質
の
良
い
上
流
を
選
ぶ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
華
北
平
原
で
は
河
湖
の
水
は
濁
水
に

し
て
高
ア
ル
カ
リ
性
な
る
事
情
に
基
づ
く
。
（
中
略
）
今
日
華
北
の
水
稲
作
は
、
（
中
略
）
全
て
清
水
－
甜
水
を
水
源
と
為
し
う
る
地
域
に
限
っ
て

い
る
」
〔
西
山
．
熊
代
（
訳
）
、
一
九
七
六
、
一
〇
四
一
一
〇
五
頁
〕
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
A
法
が
対
象
と
し
て
い
る
地
域
が
再
び
問
題
と
な
る
が
、

平
坦
な
大
沖
積
平
野
で
「
上
流
」
を
選
ぶ
意
味
は
不
可
解
で
あ
る
し
、
江
准
段
丘
で
水
質
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
対
象
地
は
や
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

り
平
河
流
域
北
部
を
含
む
華
北
で
あ
っ
て
、
せ
い
ぜ
い
数
十
粁
の
距
離
内
で
水
質
が
変
化
す
る
所
と
考
え
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
条
件
を
満
た

し
う
る
の
は
湧
水
地
帯
で
あ
る
。

　
太
行
山
脈
の
山
麓
沿
い
に
は
多
数
の
湧
水
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
水
源
と
す
る
華
甲
水
田
が
広
く
分
布
す
る
。
和
田
鍛
九
四
二
、
二
ご
九
頁
〕
に

よ
れ
ぽ
、
昭
和
一
〇
年
代
の
時
点
で
、
場
所
に
よ
っ
て
は
十
里
か
ら
数
十
里
の
範
囲
に
及
ん
で
い
た
。
ま
た
、
あ
る
も
の
は
古
く
か
ら
の
記
録

　
　
⑤

を
も
つ
。
こ
の
太
行
山
脈
山
麓
の
湧
水
地
帯
は
、
潅
北
平
原
北
西
部
の
山
麓
に
つ
な
が
る
。
山
東
省
の
泰
山
山
系
中
に
も
湧
水
は
多
い
。
波
水
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に
沿
っ
て
は
四
二
〇
あ
ま
り
の
泉
が
あ
り
、
済
南
に
は
著
名
な
も
の
だ
け
で
七
二
泉
が
あ
り
、
多
く
が
水
田
驚
異
用
水
で
あ
る
。
例
え
ば
外
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

水
の
湧
水
は
三
千
㎞
の
水
田
を
灌
概
す
る
と
言
う
。

　
湧
水
は
小
河
川
の
源
流
と
な
り
、
下
流
で
湿
地
を
形
成
す
る
。
『
斉
民
要
術
』
の
A
法
は
催
芽
種
子
の
湛
水
直
播
で
あ
る
が
、
そ
の
播
種
前

に
ま
ず
「
放
水
」
し
、
一
〇
日
後
に
「
陸
軸
」
（
西
嶋
氏
に
よ
れ
ば
有
刺
ロ
ー
ラ
ー
）
を
十
遍
曳
く
。
こ
の
放
水
が
注
水
、
落
水
の
い
ず
れ
を
意
味

す
る
か
に
つ
い
て
は
両
論
が
あ
る
が
〔
臼
蓋
、
…
九
六
六
、
二
〇
【
頁
、
西
山
・
熊
代
、
「
九
七
六
、
｝
〇
五
頁
〕
、
湛
水
に
よ
る
脱
塩
作
用
、
冬
季
湛

水
の
慣
行
（
注
①
参
照
）
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
落
水
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
陸
軸
に
似
た
道
具
を
水
牛
に
曳
か
せ
て
整
地
を
す
る
こ
と

は
、
沖
縄
、
先
島
地
方
で
、
通
年
湛
水
の
湿
田
で
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
農
警
部
の
低
湿
地
で
は
水
牛
を
水
晶
に
追
込

ん
で
踏
せ
る
踏
耕
あ
る
い
は
蹄
耕
が
あ
る
〔
田
中
、
一
九
九
一
〕
。
西
嶋
茂
は
陸
軸
だ
け
で
は
土
壌
は
堅
固
で
あ
っ
て
熟
成
さ
れ
な
い
か
ら
、
耕

起
作
業
の
記
述
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
通
年
湿
性
の
湿
田
な
ら
ば
陸
軸
だ
け
で
整
地
を
済
ま
す
こ
と
は
十
分
考
え

ら
れ
る
。

　
さ
て
整
地
の
後
、
播
種
さ
れ
、
稲
が
「
七
、
八
寸
」
に
な
っ
た
所
で
「
餅
草
」
が
再
び
成
長
し
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
を
鎌
を
水
に
浸
し
て
刈

り
取
る
。
こ
れ
に
対
し
B
法
で
移
植
を
必
要
と
さ
せ
る
程
繁
茂
す
る
雑
草
と
は
「
草
稗
」
で
あ
る
。
前
者
が
宿
根
性
の
、
後
者
が
一
年
生
の
雑

草
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
A
法
が
行
な
わ
れ
る
水
田
が
黄
潅
海
平
原
の
山
麓
部
分
に
広
く
分
布
す
る
湧
水
掛
り
の
低
湿
地
に
あ
り
、
多
少
と
も
塩
害
の

あ
る
所
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
地
条
件
下
で
「
排
水
せ
ず
に
水
稲
栽
培
す
る
と
、
（
中
略
）
往
々
に
し
て
隣
接
地
区
の
土
壌

に
含
壌
ア
ル
カ
リ
化
を
発
生
さ
せ
る
」
〔
南
京
土
壌
研
究
所
、
一
九
八
○
、
訳
、
一
九
八
三
、
一
五
一
頁
〕
。

　
『
軍
術
』
の
著
者
、
質
思
量
は
、
後
軍
、
高
峯
郡
太
守
で
あ
る
。
高
陽
郡
と
は
山
東
半
翻
の
泰
山
、
魯
山
の
北
東
山
麓
に
あ
る
益
都
一
帯
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
り
、
湧
水
地
帯
で
あ
る
。
「
要
術
が
著
老
の
任
地
で
あ
る
山
東
の
農
業
を
主
た
る
記
述
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
」
。
そ
し

て
『
要
術
』
は
、
「
家
長
、
経
営
主
を
対
象
に
し
て
お
り
、
而
も
二
、
三
〇
畝
（
臼
本
の
一
、
ご
町
）
の
小
農
家
で
は
な
く
、
（
中
略
）
丹
田
三
百
畝
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（
日
本
の
十
五
町
）
、
役
牛
三
頭
を
標
準
規
模
と
見
な
す
て
い
の
豪
農
手
作
経
営
を
対
象
と
し
て
い
る
」
〔
西
山
・
熊
代
（
訳
）
、
一
九
七
六
、
三
一
〇
頁
〕
。

　
『
斉
民
要
術
』
の
性
格
と
、
華
北
農
業
に
お
け
る
水
稲
作
の
位
置
付
け
を
考
え
て
み
れ
ば
、
副
次
的
作
物
で
あ
る
水
稲
作
の
た
め
に
根
幹
で

あ
る
畑
作
を
多
少
で
も
犠
牲
に
す
る
と
は
思
え
な
い
。
た
だ
、
畑
作
不
適
地
の
有
効
利
用
あ
る
い
は
塩
類
化
し
た
畑
地
の
改
良
法
と
し
て
の
み

湧
水
利
用
の
稲
作
は
意
味
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
結
局
、
『
斉
民
豊
艶
』
の
北
土
以
外
の
水
稲
作
は
、
黄
濫
平
原
の
山
麓
の
湧
水
灌
黒
地
稲
作
で
あ
り
、
周
辺
畑
地
の
塩
類
化
を
防
止
す
る
た

め
連
作
が
望
ま
し
く
な
い
か
、
あ
る
い
は
土
地
改
良
の
た
め
の
水
稲
作
で
あ
る
か
ら
連
作
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
い
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

か
ら
、
「
唯
歳
易
為
良
」
と
さ
れ
た
と
理
解
す
る
。
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三
　
華
北
稲
作
に
関
す
る
諸
文
献

　
西
嶋
民
は
、
『
氾
勝
之
書
』
で
は
移
植
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
直
播
で
あ
っ
た
と
し
て
ほ
ぼ
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
と
し
、
同
氏
の
『
漁

民
要
術
』
の
読
み
方
に
従
っ
て
、
直
播
で
あ
る
限
り
休
閑
法
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
し
て
、
こ
こ
で
も
歳
易
↓
除
草
の
容
易
さ
↓
直
播
と
言

う
因
果
関
係
を
逆
に
辿
っ
て
い
る
。
移
植
法
を
明
記
し
て
い
る
『
四
民
月
令
』
は
、
後
漢
末
の
河
北
省
源
県
の
豪
族
の
家
事
経
営
に
関
す
る
歳
事

記
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
地
方
色
の
濃
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
所
で
悟
得
は
太
行
山
脈
の
山
麓
に
あ
り
、
先
に
述
べ
た
湧
水
で
有
名
な
所
で
あ
る
。

　
『
富
民
要
術
』
の
北
土
は
「
高
原
」
で
あ
り
「
破
澤
」
が
な
い
か
ら
、
河
川
の
湾
曲
部
を
選
ん
で
水
田
を
造
る
。
先
述
の
よ
う
に
西
嶋
氏
は

「
北
土
レ
を
華
北
に
、
西
山
氏
ら
は
黄
河
流
域
に
当
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
北
土
は
「
高
原
」
で
あ
る
。
華
北
で
高
原
と
い
え
ば
直
ち
に
黄
土

高
原
を
想
起
す
る
が
、
六
世
紀
と
現
代
と
で
は
門
高
原
」
は
同
じ
意
味
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
黄
菊
平
原
は
平
坦
で
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
中
間
的
な
標
高
地
帯
を
憾
ま
ず
に
黄
土
高
原
が
仔
立
す
る
。
黄
土
高
原
は
、
愈
々
た
る
山
系
で
は
な
い
。
標
高
差
の
小
さ
い
高
原
を
深
く

割
っ
て
河
川
が
流
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
水
稲
を
栽
培
す
る
に
は
河
川
沿
い
し
か
な
い
し
、
齎
積
は
少
な
い
が
今
日
で
も
水
田
は
あ
る
。

昭
和
一
〇
年
代
の
華
北
水
田
分
布
地
と
し
て
、
北
京
北
西
の
太
行
山
脈
中
の
宣
化
、
潭
鹿
、
懐
来
の
三
県
の
名
が
見
え
る
〔
蒲
田
～
九
四
二
、
二



二
九
頁
〕
。
こ
れ
ら
の
水
田
が
「
北
土
」
の
水
田
に
類
型
と
し
て
該
当
す
る
と
考
え
る
。

四
　
小

結

「火耕田簿」再考（福井。河野）

　
こ
こ
ま
で
で
西
嶋
氏
が
挙
げ
た
文
献
を
逐
一
検
討
し
、
そ
の
要
点
を
表
1
に
ま
と
め
た
。
西
嶋
氏
と
筆
者
ら
と
の
見
解
の
相
違
は
、
ま
ず
、

諸
文
献
の
適
用
地
域
に
あ
る
。
今
日
の
土
地
利
用
と
自
然
環
境
を
み
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
　
①
　
長
江
流
域
（
低
地
水
制
御
）
、
②
　
江
潅

間
段
丘
（
井
堰
灌
概
と
溜
池
灌
概
）
、
③
准
北
平
原
南
部
（
塩
害
が
少
な
い
）
、
④
潅
北
平
原
北
部
以
北
の
華
北
平
原
（
塩
害
が
あ
る
）
の
四
区
分

の
い
ず
れ
を
指
し
て
い
る
の
か
は
常
に
念
頭
に
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
華
北
の
稲
作
は
、
副
次
的
で
あ
る
。
諸
文
献
の
い
ず
れ
も
が
畑
作
卓
越
、
塩
類
集
積
傾
向
地
域
の
も
の
で
あ
り
、
潅
河
以
南
の
稲
作
核
心
域

の
も
の
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
昭
和
｝
○
年
代
に
は
「
北
支
那
に
於
け
る
水
田
は
、
（
中
略
）
特
に
河
川
の
上
流
部
に
存
在
す
る
か
、

湧
水
に
よ
る
か
、
又
は
土
地
低
湿
に
し
て
用
水
の
潤
沢
な
る
地
方
に
限
ら
れ
て
居
」
た
〔
和
田
一
九
四
二
、
二
二
九
頁
〕
。
こ
れ
ら
三
種
類
の
水
田

に
、
『
斉
民
要
術
』
の
北
土
、
北
土
以
外
と
『
四
民
月
令
』
、
『
周
礼
』
が
そ
れ
ぞ
れ
見
事
に
対
応
す
る
。

　
で
あ
る
な
ら
ば
、
諸
文
献
の
語
る
の
は
稲
作
だ
け
で
完
結
す
る
農
法
で
は
な
く
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
畑
作
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
『
周
礼
』
の
稲
作
の
前
年
に
作
付
け
の
な
い
こ
と
も
、
『
型
押
要
撃
』
の
歳
易
も
、
経
営
全
体
の
中
で
理
解
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
経
営
の
背
景
を
な
す
社
会
・
経
済
・
文
化
的
状
況
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
西
嶋
氏
が
『
周
礼
』
と
『
斉
民
要
術
』
を
取
上
げ
た
の
は
、
諸
家
の
注
だ
け
で
は
火
記
号
褥
の
内
容
が
分
ら
な
い
の
で
、
前
後
の
時
代
の
「
江

潅
」
の
稲
作
を
示
す
も
の
と
の
比
較
を
試
み
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
献
は
華
北
の
稲
作

を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
点
だ
け
で
も
、
こ
れ
ら
二
文
献
か
ら
火
要
望
辮
に
接
近
す
る
こ
と
の
意
味
は
半
減
す
る
。

　
同
玩
は
、
こ
れ
ら
二
文
献
は
直
播
と
休
閑
と
言
う
点
で
共
通
で
あ
り
、
そ
れ
が
火
聖
水
褥
に
対
す
る
壁
上
注
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
主
張
す
る
。

後
者
が
直
播
で
あ
る
の
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
休
閑
に
つ
い
て
は
疑
義
が
あ
る
。
応
勧
注
と
『
斉
民
要
術
』
と
で
は
稲
栽
培
期
間
中
の
除
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表
1古

代
稲
作
文
献
の
概
要
一
覧

文
　

　
献

『
戦
圏
策
』

東
周

策
恵

王

『
氾

勝
之

書
』

時
　

代

戦
国

前
漢

地
域
・
立
地

連
f乍

／

非
連
作

洛
陽

附
近

。
「

麦
」

と

同
じ
場
所
。
上
流
か

ら
の

「
下

水
」

に
よ

っ
て
稲
作
可
能
，
麦

作
に
被
害

栽
　
　
培
　
　
法

西
鵬
氏
の
解
釈

i華
北

。
移

植
の

記
事

が
な

い
か
ら
直
播
。
直
播
な
ら

『
斉

民
要

術
』

北
土

の
除

草
法
と
類
似
す
る
か
ら
休

閑
の
可
能
性
大

筆
者
ら
の
理
解

氾
濫
原
中

華
北
。
直
播
は
休
閑
の

論

拠
と

は
な

ら
な

い
。

r眠
月
一
後
灘
1河

北
省
騨

1
陣

1
瞬
地
帯

『
周

礼
』

と

鄭
玄

注

『
斉

罠
要

術
』

（
北
土
以
外
）

前
漢

後
漢

末

6c

前
半

「
下
地
」
，
「
澤
」

前
年
不

作
付
。

「
上

流
」

で
「

水
清

」

の
と

こ
ろ

歳
易

作
付

け
前
年
の
夏
前
に
除
草
（
方

法
不

詳
）

，
岡

夏
に

灌
水

除
草

，
秋

に
落
水
し
て
雑
草
刈
取
。
作
付
け

荊
，
前

年
の

雑
草

を
引

上
げ

る
。

「
放

水
」

，
陸

軸
整

地
，

催
芽

籾
播

種
，

湛
水
下
で
刈
取
除
草
，
草
は

「
膿

死
」

麓
瓢
職
讐
華
北
の
低
醜
轄
の

る
。
経
常
的
休
閑
農
法

准
河

流
域

以
南

。
一

年
休

閑
。
除
草
の
た
め
歳
易
は

必
要

可
能
性
。
作
付
け
前
年

の

夏
前

に
草

を
薙

い
で

焼
く

。

1張
付

け
直

前
に

引
上

げ
た

草
は

燃
え

な
い

湿
草

。

「
経

常
的

闇
墾

」

1

黄
潅
平
原
：
山
麓
の
湧
水
地

帯
。

堪
害

地
。

非
連

作
。

宿
根
性
雑
草
。
歳
易
だ
か

ミiら
除

草
容

易
と

い
う

だ
け

。

（¢oり寸）　　り㎝H



『
報
灘
矧
識
』

（
詩
臣
）

》
璽
呉
識

瞬
轡
霞

霜
暗
霧
癖

黙
蕪
滞

「
替
皆
」
鐸
「
蟄
強
」
。

薗
ヨ
㊦
態
爵
嚢

筥
爵

筥
瞬

呉
訟
鰹

壽

陰
極
噂
難
醗
”
「
司
洪
」
”
譲
喉
謹

秘
記
”
麟
講
”
眞
－
「
㌶
画
」
p
。
聾

即
弓
舜
’
・
芯
・
①
「
仏
参
」
歎
瞳
く
”

麟
叢
縛
ぴ
。

藩
癬
鴇
「
↓
洪
」
”
轟
然
”
醤
”
訟

爵
伴
裳
臼
益
O
飼
鮮
「
緩
洪
」

「
舞
韓
」

洪
郵
揖

（
一
無
縫
）
”
醜
麟
℃
薄

鍋
詩

縫
㊦
舞
瞭
詮
O
督
ぴ
。
属

轟
管
。
『
繋
適
罵
蕪
』
詩

陸
伴
藩
鱗
踏
滋
麓
蟻
、
び
》

①
聾
即
薯
瀦
踏

藁
理
欝
”
『
選
潭
爆
嘗
』

（
詩
陣
弦
孕
）
伴
㊦
港
嵐

謁
（
囲
繭
”
韓
即
）
サ
①

享
き
崩
。

踏
陣
酸
弼
冴
㊦
莇
薔
。
一

室
藩
諜
鱗

草
方
法
が
類
似
し
て
い
る
。
従
っ
て
同
氏
は
、
同
じ
く
直
播
で
除
草
方
法
が
類
似
し
て
い
れ
ば
雑
草
の
繁
茂
状
態
が
同
じ
程
度
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
か
ら
、
『
斉
民
道
術
』
が
休
閑
な
ら
応
重
宝
も
休
閑
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
江
南
と
華
北
と
言
う
全
く
異
な
っ
た
立
地
条
件
下
で
、

直
播
と
除
草
法
の
類
似
か
ら
休
閑
を
推
論
す
る
の
は
あ
ま
り
に
も
無
謀
で
は
な
い
か
。

「火耕水褥」再考（福井・河野）

①
＊
　
一
九
五
〇
年
代
に
河
北
省
徐
水
県
で
「
平
原
作
物
水
口
」
を
設
け
、
湖
北
省

　
に
冬
季
灌
概
を
学
ん
だ
こ
と
を
さ
き
に
書
い
た
が
、
そ
れ
は
冬
季
湛
水
で
あ
っ
た

　
ら
し
い
。
と
惑
う
の
は
今
圓
調
査
中
に
江
濫
間
の
六
安
な
ど
で
聞
い
た
所
に
よ
る

　
と
、
五
〇
年
代
に
始
る
灌
瀧
改
良
以
前
に
は
、
水
掛
か
り
の
悪
い
所
で
は
水
稲
一

　
作
し
か
で
き
ず
、
そ
の
際
に
は
冬
黍
湛
水
し
て
水
を
確
保
し
た
。
そ
の
よ
う
な
水

　
田
を
「
冬
水
田
」
あ
る
い
は
「
濾
水
田
」
と
言
う
。
こ
の
種
の
水
田
で
は
宿
根
性

　
雑
草
（
例
え
ば
藁
思
草
）
が
多
く
な
る
と
言
う
。
ま
た
、
寿
県
の
郷
土
史
家
ら
は
、

　
漢
代
の
稲
作
で
は
冬
水
田
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
水
牛
し
か
使
え
な
か
っ

　
た
と
考
え
て
い
る
。

②
　
前
報
で
は
火
量
水
褥
を
、
東
南
ア
ジ
ア
泰
阜
部
の
通
年
湿
性
低
湿
地
で
行
な
わ

　
れ
る
粗
放
な
無
耕
起
栽
培
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な
条
件

　
下
で
は
、
混
度
、
水
分
と
も
年
間
を
通
じ
て
十
分
で
あ
る
か
ら
、
休
閑
で
あ
ろ
う

　
と
連
作
で
あ
ろ
う
と
、
作
付
け
前
の
雑
草
状
態
は
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
。

③
水
田
農
業
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
永
年
の
連
続
耕
作
に
よ
っ
て
も
肥
沃
度
の
低

　
下
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
黒
田
開
墾
が
盛
ん
に
進
行
中
で
あ
る
東
南
ア
ジ

　
ア
各
地
の
現
状
を
み
る
と
、
開
墾
後
数
年
で
収
量
が
低
下
す
る
例
が
多
い
。
こ
れ
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は
水
田
、
畑
地
を
問
わ
ず
み
ら
れ
る
現
象
で
、
水
田
の
特
徴
は
一
定
の
収
量
水
準

　
に
落
着
い
た
後
に
は
低
下
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
利
用
価
値
の
小
さ
か
っ

　
た
と
思
わ
れ
る
当
時
の
低
湿
地
で
、
こ
の
開
墾
効
果
を
猛
っ
た
不
定
期
な
聡
限
が

　
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
恒
久
的
農
地
と
し
て
開
田
し
な
が
ら
休
閑
が
あ

　
る
と
言
う
の
は
、
余
程
の
特
殊
な
理
由
が
な
く
て
は
考
え
に
く
い
。

④
『
斉
民
心
術
』
の
「
北
土
」
以
外
の
稲
作
が
対
象
と
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て

　
は
、
前
壷
で
も
検
討
し
た
。

⑤
　
　
「
漢
張
堪
が
漁
陽
の
太
守
と
な
り
、
民
に
耕
種
を
勧
め
呼
奴
山
の
泉
を
引
い
て

　
八
、
○
○
○
頃
の
水
田
を
開
い
た
と
言
う
。
」
〔
和
田
　
九
四
二
、
九
三
頁
〕

⑥
＊
　
安
徽
省
北
部
に
は
孤
立
し
た
小
山
塊
が
島
状
に
点
在
し
、
そ
の
山
麓
に
も
湧

　
水
が
あ
る
。
今
回
の
旅
行
中
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
五
種
の
湧
水
確
信
を
宿
県
で

　
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
泉
は
磨
濡
し
、
か
つ
て
一
〇
〇
血
足
ら
ず
の
水
虻
を

　
灘
概
し
て
い
た
が
、
貯
水
池
に
貯
水
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
面
積
を
倍
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
稲
作
は
一
…
千
年
の
歴
史
を
も
つ
と
言
う
。
特
殊
な
梗
稲
の
古
米
を
栽
培
し
、

　
ビ
ー
ル
原
料
と
な
っ
て
い
る
。
宿
県
内
に
は
こ
の
よ
う
な
湧
水
依
存
水
照
が
約
二

　
〇
ケ
所
あ
る
と
言
う
。
全
県
の
水
田
面
積
は
【
九
五
〇
年
代
來
の
二
心
㎞
を
頂
点

　
に
減
少
し
、
現
在
三
千
肱
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
大
躍
進
時
の
水
影
造
成
の

　
ブ
…
ム
の
後
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
湧
水
灘
概
水
田
だ
け
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な

　
る
（
皿
注
②
を
参
照
）
。

⑦
し
か
し
「
例
え
ば
稲
に
つ
い
て
は
、
潅
河
流
域
の
稲
作
本
場
と
黄
河
流
域
の
北

　
土
稲
作
と
を
対
比
し
て
記
載
し
」
〔
難
山
・
熊
代
（
訳
）
、
　
九
七
六
、
三
一
〇
頁
〕

　
て
い
る
と
西
山
氏
ら
は
言
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
同
意
で
き
な
い
。
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V
　
「
破
」
灌
瀧
と
水
稲
栽
培

　
　
「
破
」
に
よ
る
水
稲
灌
概
を
示
す
文
献
が
多
く
存
在
す
る
。
『
斉
民
要
術
』
に
「
北
国
高
原
、
本
無
肢
澤
」
と
あ
り
、
『
周
礼
』
鄭
仁
山
で
は

「
優
念
者
母
艦
之
破
也
」
と
あ
る
。
西
嶋
氏
は
、
『
史
記
』
貨
殖
列
伝
、
『
後
漢
書
』
、
『
水
経
注
』
な
ど
か
ら
二
曹
（
寿
県
）
、
奨
氏
阪
（
南
陽
）
、

鴻
郡
陵
、
蒲
陽
披
（
徐
祭
）
な
ど
の
記
事
を
挙
げ
、
破
に
よ
る
灌
瀧
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
す
。
こ
の
傾
向
は
三
国
魏
に
よ
る
屯
田
政
策
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
ら
に
促
進
さ
れ
、
『
三
国
志
』
魏
志
の
記
事
に
そ
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
地
方
豪
族
が
成
長
し
て
灌

概
用
水
で
あ
る
阪
を
独
占
的
に
支
配
し
、
さ
ら
に
国
家
の
手
に
よ
っ
て
稲
田
開
発
事
業
が
行
な
わ
れ
」
た
〔
西
鵬
、
一
九
六
六
、
二
　
七
頁
〕
。

　
陵
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
記
事
の
全
て
は
、
心
底
平
原
や
南
陽
盆
地
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
江
南
の
農
法
と
さ
れ
る
火
耕
水
翻
が
破

灌
概
に
よ
る
稲
作
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
に
わ
か
に
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
西
嶋
氏
は
、
火
揚
水
褥
が
こ
れ
ら
の
地

域
で
も
一
般
的
な
稲
作
法
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、
杜
預
の
上
疏
で
あ
る
。

　
こ
の
杜
預
上
皇
は
、
西
暦
二
七
八
年
七
月
に
大
水
害
が
あ
っ
た
と
き
、
「
特
に
東
南
の
破
に
よ
っ
て
灌
概
が
行
な
わ
れ
て
い
る
地
方
に
対
す
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る
応
急
の
施
策
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
〔
西
嶋
、
一
九
六
六
、
二
一
七
買
〕
。
こ
の
中
で
杜
預
は
「
交
・
錬
磨
東
琴
」
の
破
を
破
壊
し
、

畑
作
に
戻
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
反
対
者
は
、
火
耕
水
縛
を
も
っ
て
稲
作
を
継
続
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
杜
預

は
、
火
難
水
褥
は
人
口
が
少
な
い
開
墾
地
の
新
磁
で
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
人
士
の
増
加
し
た
今
は
適
切
で
は
な
い
と
し
て
、
破
の
破
壊
を
繰

返
し
主
張
す
る
。
し
か
し
彼
は
、
漢
代
か
ら
の
古
い
，
陳
、
山
地
の
小
規
模
の
「
黒
総
」
は
修
繕
し
、
三
国
魏
以
来
に
造
成
さ
れ
た
破
、
降
雨
に

よ
っ
て
決
壊
す
る
蒲
や
葦
が
生
え
て
い
る
浅
い
肢
、
馬
腸
の
よ
う
な
破
の
類
を
破
壊
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　
杜
預
上
靴
に
お
け
る
鳥
撃
水
雲
が
当
時
の
普
遍
的
栽
培
法
で
あ
っ
た
の
か
、
水
災
の
際
の
応
急
的
手
段
と
し
て
主
張
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て

は
議
論
が
分
れ
る
。
西
嶋
氏
は
前
者
を
採
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
他
の
人
々
の
水
田
継
続
論
に
対
し
て
彼
の
陸
田
転
換
論
が
成
立
す
る
た

め
に
は
、
水
田
農
法
一
般
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
も
し
火
耕
水
辮
以
外
に
そ
れ
よ
り
も
進
ん
だ
水
稲
栽
培
法
が
普
遍
的

に
行
な
わ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
火
墨
水
褥
の
み
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
彼
の
立
論
は
説
得
力
を
も
ち
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」
〔
西
嶋
、

一
九
六
六
、
一
三
〇
頁
〕
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
ら
は
こ
の
理
解
に
は
賛
成
し
か
ね
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
当
時
の
稲
作
鰭
火
耕
水
褥
だ
と
す

る
と
、
稲
作
論
者
た
ち
が
稲
作
と
言
わ
ず
わ
ざ
わ
ざ
火
耕
水
平
と
言
っ
た
こ
と
が
不
自
然
に
思
え
る
し
、
ま
た
、
杜
預
の
主
張
は
入
q
希
薄
な

場
合
に
は
稲
作
に
利
が
あ
り
、
人
口
が
増
加
す
る
と
畑
作
が
良
い
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
も
不
可
解
で
あ
る
。
や
は
り
西
山

氏
〔
一
九
四
九
〕
、
米
田
氏
〔
一
九
五
五
〕
ら
に
従
っ
て
、
よ
り
進
ん
だ
何
ら
か
の
稲
栽
培
法
が
あ
っ
た
が
、
破
が
決
壊
し
た
状
態
で
は
当
座
は
火

耕
水
褥
に
よ
っ
て
凌
ぐ
こ
と
を
杜
預
の
反
対
論
者
が
主
張
し
た
と
考
え
る
。
た
だ
要
心
水
干
の
内
容
を
探
る
観
点
か
ら
留
意
す
べ
き
点
は
、
火

耕
水
褥
が
三
世
紀
後
半
の
売
・
豫
州
で
知
れ
て
お
り
、
肢
決
壊
後
に
適
し
た
農
法
で
あ
る
と
考
え
る
人
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
莞
・
勢
州
は
、
現
在
の
山
東
省
の
黄
河
以
南
、
泰
山
以
西
の
部
分
、
長
江
以
南
を
除
く
安
徽
省
の
ほ
ぼ
全
域
、
そ
れ
に
黄
河
以
南
の
河
南
省

か
ら
南
陽
盆
地
を
除
い
た
部
分
で
あ
る
。
肢
の
分
布
を
さ
ら
に
確
か
め
る
た
め
『
水
硬
筆
』
の
中
か
ら
破
の
記
事
を
拾
い
だ
し
、
揚
守
敬
ら
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

九
八
九
〕
に
従
っ
て
そ
の
所
在
地
を
推
定
し
た
（
図
1
）
。
破
の
名
、
機
能
、
構
造
な
ど
に
関
す
る
記
事
は
表
二
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
破
の
規

模
は
、
一
辺
数
粁
か
ら
数
十
粁
が
普
通
で
あ
る
。
灌
概
面
積
を
示
す
も
の
は
四
例
し
か
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
千
㎞
か
ら
五
千
㎞
の
範
囲
内
で
あ
る
。
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『
水
食
注
』
に
は
、
杜
預
上
面
の
「
山
谷
私
家
小
破
」
は
勿
論
の
こ
と
、
魎
が
そ
の
下
流
に
列
ね
て
い
た
二
九
も
の
破
も
含
ま
れ
て
は
い
な

い
。
富
隙
（
國
〉
の
記
載
に
は
、
そ
の
辺
り
に
「
阪
塘
」
が
多
く
、
「
富
農
県
」
と
呼
ば
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
全
て
が
『
水
野
注
』
に
書
か
れ

て
い
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
大
規
模
な
陵
は
洩
れ
な
く
記
載
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
と
の
仮
定
が
許
さ
れ
、
図
1
に
示
し
た
破
が
ひ
と
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「火耕水褥」再考（福井・河野）

表2　『水経注』に見える准北平漂，南陽盆地の隈
（〔楊守敬ほか1989〕による。数掌番号は図1中の番号に対応）

巻二十一『汝水』（現在の県警河，洪河，沙河，汝河）

1．黄阪

2．西長湖（隔阪），「爾北五十余歩，東西三百歩」

3．摩阪（龍破），「縦広可一十五里」

4．謡曲破，「隈塘方二里」

5．上阪，「東西十里，南北七里」，「二阪（葉西，葉阪），並諸之所場也」

6．慎陽県故城南破

7．面諭県故城北鮫

8．剛波

9．窓陵

10．靴墨

11．壁阪

12．太糸

13．挙隅阪

14．葛鰹，「野方数十還」

15．三隅破（鯛阪），「水稜之処，謂之阪塘，津渠交絡，枝布川隔尖」

16．横町1波

17．北青阪

18．上撃墜

19．小城町

20．綱破

21．蜘笈

22．壁際（11の壁阪とは別）

23．青阪，「灌1既五菖余頃」

巻二十二『穎水，鴻水，漢水，潜水，渠』

【穎水｝（規在の穎河にほぼ同じ）

24．釣台破

（3）摩破（龍阪），「穎水自場東経陽葎県故誠北」

25．青陵阪，「阪縦広二十里」

26．叡感

27．平郷諸破

28．陽焔阪

29．次塘，「細水又東証云為破，謂之次塘」，「以供田灘」

30．江阪

31．大棚阪

【漏水】（現在iの双遡河の附近か）

32．郷陵南破
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33．漫隈

34’ 寰q肢，「破広一十五里」

【胆水】（現在の双単願の附近か）

35．胡城破

36．型破（濁沢）

37．狐誠破

（33）漢阪

38，壁梁破

（26）半影，「破南北二十里，東西十里」

39．陶破

【渠】（現在の費魯河にほぼ相当）

40．菅尺阪

41，野兎阪

42．白雁阪，「東西七里，南北十里」

43．染工阪

（32）郷陵南破

44．徳沢阪，「阪東西五璽，爾北十里」

45．房琶官阪

46．山子

（28）賜都阪

47．高阪

巻二十三『陰溝水，仮水，獲水』

【陰溝水】（現在の渦河のあたりか）

48．蝦隈

【脂水】（現在の泥河，演河，灘河上流：方薗）

49．照破（1の黄破とは別）

50．鵬破

5！．梧桐阪

52．上阪

巻二十四『誰水，瓠河，波水』

口准水】（現在の懸河の上流）

53．白羊阪，「阪：方四十里」

54．姦梁破

55．逢洪阪

56．鄭1波

（51）梧桐阪

57．津阪，「南北百余弦，東西四十里」

58．撞阪
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「火耕水褥」再考（福井・河野）

巻二十九『汚水下』（現在の漢水）

59．六門阪，「滞水又経論県為六門阪，三孝元之世，南陽太守郡信眠，以建昭五年，

　　断滞水，立穫西石場，至元始五年，更開三門二六石門，二号六圃場也。二二，新

　　野，昆陽豊県，五千余頃。」

60．安衆港

61．郵氏阪

62．馬仁阪，「蓋地百頃，謂之馬仁阪。阪水歴其県下西爾，場之以概田疇。公私引裂，

　　水流遂断，故澄尚存。」

63．　波蓬蓬，　「倉旨治田，　羽直至三三百頃」

64。　亨胡陽諸破

65．窟子破

巻三十『潅水』（現在の准河）

66．筆勢

（18）上慎阪

67。中弛破

68．下野破

69。鴻郡阪，「漢成二時，程：方進三殿之，建武中，山南太守鄙山回修復之，知許偉霜，

　　呼野水脈，召与野之。偉君言，成帝用方進言殿之，尋蒲上天，天帝怒日，何故，

　　敗我濯龍淵。是後民失其利，蒔有童謡日，敗我阪，饗子威，反乎覆，限嶺復。」，

　　「起塘四百余里」

70．申阪

（23）青阪

7ユ，富阪，「汝南郡有富二三。（中略）多阪塘以涯稲，三田富阪累日。」

72．高潮破

73．焦陵隈
（15）：奏隠阪　 （三三丈1波）

74．窮阪

（47）高阪

（31）大土阪

75．難阪

76．黄阪（1，49の黄阪とは捌）

77．茅隈
（55）郭要破　 （逢洪1波）

78．汀肢

79．解髪

（58）渡破

80．徐阪

巻三十一『潰水，清水，濾水，濯水，二水，灘水』

【清水】（現在の白河）
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81．～破，「清水又南入断野県，枝津分派，東南出，隠術旧注，左積為阪，東西九里，

　　南北一十五里。三水回想，威為良工。」

82．焚氏阪，「朝水又東南，分；為二水，一水枝分東北為書氏阪，阪東西十里，南北五

　　里，俗一拝凡亭破。阪東有奨氏故宅，奨氏既滅，庚粕取二三，故諺日，破注注，

　　下田良，奨氏失業庚公昌。」

（59）六門破，「昔在晋世，杜預継信臣之業，三六門隈，撮六書無水，下町二十九破。」

83．西阪

84．葉隈，「場以為阪，東西爽尚，水相去五六里，古今断岡両舌，都水観｛張，南北一一一i

　　十余盤，水門南潰，旧注為湾。湾水為二，毒焔赫水，三皇栄源三水参差，流結両

　　湖，故有東阪，西阪旧名。」

85．三章大阪，「下灌良疇三千許頃也。」

【澱水】（境在の穎河の支流）

（39）i淘オ董ζ段支　（陶確と）

86。扮破，「方三十里許」

（26）狼阪

（25）青陵i波

【胆水】（現在の平河支流）

（62）馬仁阪，「蓋地首頃，其所周溜i田万頃」（注）

巻三十二『封水，薪水，決水，批水，泄水，肥水，施水』

【批水】（堕在の（幌）河）

87．荷阪

【肥水】（現在の東押借にほぼ相当）

（87）筍阪，「破周一菖二十許里」，「言楚相孫叔数所造」，「破有五門，吐納川流」

（注）巻二十九『汚水下』（現在の漢水）に見える馬仁阪と同じと思われる。

つ
平
均
一
〇
〇
平
方
粁
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

図
中
の
平
地
部
分
の
面
積
の
お
よ
そ
一
％
が

貯
水
池
で
、
二
％
が
陵
灌
概
受
益
地
で
占
め

ら
れ
て
い
た
と
言
う
計
算
に
な
る
。
破
は
均

一
に
分
布
し
て
い
な
い
か
ら
、
集
中
地
域
で

は
受
益
地
面
積
率
は
耕
地
曇
声
の
一
〇
％
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
破
の
立
地
や
構
造
を
示
す
記
載
は
少
な
い
。

し
か
し
圃
、
國
は
低
湿
地
を
示
し
、
翻
、
國

は
井
堰
を
も
っ
て
川
か
ら
取
水
し
た
ら
し
く
、

圃
は
一
〇
〇
粁
に
も
及
ぶ
長
い
堰
堤
を
も
つ
。

國
、
國
は
破
か
ら
数
基
の
水
門
に
よ
っ
て
分

水
し
、
國
で
は
先
述
の
よ
う
に
、
そ
の
下
流

に
二
九
も
の
阪
を
列
ね
て
い
た
。
多
く
の
阪

は
河
川
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
水

が
流
出
入
す
る
。
中
に
は
二
つ
の
川
の
中
間

に
あ
っ
て
、
両
方
か
ら
水
が
流
出
入
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

複
数
の
破
が
連
な
っ
て
い
る
列
も
多
い
。
こ

れ
ら
の
情
報
と
地
形
上
の
位
置
か
ら
、
図
中

134　（444）



の
破
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

ω
　
井
堰
灌
瀧
型

　
南
陽
盆
地
と
翼
壁
問
で
は
河
川
水
が
不
足
す
る
の
で
、
井
堰
灌
慨
は
溜
池
と
組
合
わ
さ
れ
る
。
川
か
ら
の
取
水
の
記
載
の
あ
る
岡
、
國
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
ず
れ
も
南
陽
盆
地
に
あ
り
、
そ
の
圃
が
下
流
に
阪
を
列
ね
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
阪
を
尋
ね
歩
い
た
今
回
の
旅
行
中
、
か
つ

て
の
阪
の
跡
と
さ
れ
る
の
に
行
着
い
た
の
が
、
こ
の
圃
の
焚
氏
肢
で
あ
っ
た
。
こ
の
破
は
新
野
邑
城
を
西
へ
白
河
を
渡
っ
た
段
丘
上
の
窪
地
に

あ
る
。
こ
こ
に
白
河
支
流
の
上
流
か
ら
取
水
し
て
貯
水
し
、
近
く
の
沖
積
面
上
の
水
田
を
灌
概
し
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
全
く
使
用
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
な
い
し
、
水
田
も
な
い
。
筆
者
ら
が
行
着
い
た
も
う
ひ
と
つ
の
破
は
、
安
豊
塘
と
呼
ば
れ
て
い
る
書
落
の
有
名
な
葛
阪
（
画
）
で
あ
る
。
そ
れ

は
同
じ
く
段
丘
上
に
あ
り
、
現
在
で
も
水
田
灌
概
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
大
型
概
網
に
組
込
ま
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
主
た
る
水
源
は

お
よ
そ
三
〇
粁
離
れ
た
滉
河
本
流
の
井
堰
で
あ
っ
た
。

②
閉
塞
低
地
型

「火耕水癬」再考（福井．河野）

．
図
1
の
西
北
、
湧
水
地
帯
に
阪
が
集
中
し
て
い
る
。
湧
水
を
水
源
の
一
部
と
し
、
閉
塞
低
地
に
貯
水
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
ま
で

残
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
な
お
『
斉
里
下
術
』
の
言
う
「
上
流
」
に
近
い
小
規
模
湧
水
灌
概
も
、
こ
の
地
域
と
安
徽
省
最
北
部
か
ら
山
東
省

西
部
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
小
規
模
で
あ
る
か
ら
『
聖
経
注
』
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
後
脊
湿
地
型

　
現
在
の
潔
河
、
周
口
鎮
の
辺
り
で
西
北
か
ら
流
れ
て
く
る
諸
河
川
が
複
雑
に
合
流
し
、
そ
こ
か
ら
潅
河
ま
で
の
間
は
一
大
後
背
湿
地
地
帯
を

形
成
す
る
。
こ
こ
は
古
く
漢
代
の
記
録
の
あ
る
破
が
集
中
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
筆
者
ら
が
訪
れ
た
商
水
県
は
か
つ
て
「
五
湖
十
八
披
」
と
い
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わ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
現
在
は
一
部
に
夏
季
湛
水
池
が
残
る
ほ
か
は
排
水
さ
れ
た
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。

地
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
か
っ
て
の
水
害
常
襲
地
で
あ
っ
た
と
言
う
。

し
か
し
集
落
の
な
い
広
々
と
し
た
畑

136　（446）

¢o

?
黄
河
　
型

　
数
は
少
な
い
が
黄
河
故
道
に
沿
っ
て
い
く
つ
か
の
阪
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
渠
に
よ
っ
て
黄
河
と
つ
な
が
る
か
、
そ
う
で
な
く
と
も

黄
河
か
ら
の
伏
流
水
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
塩
類
集
積
が
顕
著
で
、
現
在
は
黄
河
の
涙
泥
を
利
用
し
た
流
水
客
土
に
よ
っ
て
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

地
改
良
が
な
さ
れ
た
低
地
に
な
っ
て
い
る
。
黄
河
左
岸
の
窪
地
と
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。

⑤
河
間
低
地
型

　
安
徽
省
潅
北
で
は
、
河
間
に
広
い
低
地
が
広
が
り
、
字
面
を
免
れ
う
る
農
地
は
極
め
て
限
定
さ
れ
る
。
か
と
言
っ
て
跡
水
池
を
造
れ
ば
、
土

地
が
平
坦
な
た
め
効
率
の
悪
い
、
浅
い
も
の
に
な
る
。
今
日
で
は
貯
水
を
兼
ね
る
水
路
網
に
よ
っ
て
排
水
を
促
進
し
、
な
お
農
地
は
輪
中
で
守

ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
に
よ
れ
ば
白
谷
が
破
壊
を
主
張
し
た
破
は
、
河
間
低
地
型
に
相
当
す
る
可
能
性
が
最
も
高
い
こ
と
が
分
る
。
し
か
し
『
水
澄
注
』
が
記

載
す
る
こ
の
地
域
の
陵
の
数
は
多
く
な
い
。
こ
れ
は
三
国
魏
あ
る
い
は
杜
預
と
聯
道
元
を
隔
て
る
お
よ
そ
三
〇
〇
年
の
間
の
変
化
の
結
果
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ろ
う
か
。
な
お
、
当
時
、
「
破
」
と
言
う
語
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
貯
水
池
を
指
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
デ
ル
タ
の
基
本
地
形
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
上
流
側
か
ら
、
①
河
成
作
用
が
強
く
、
自
然
堤
防
と
閉
塞
低
地
が
交
互
す
る
古
デ
ル
タ
、
②

河
成
作
用
が
弱
く
、
自
然
堤
防
の
発
達
が
始
つ
た
ば
か
り
の
極
め
て
低
平
な
新
デ
ル
タ
、
③
　
最
下
流
に
海
岸
に
平
行
し
て
交
互
す
る
砂
州
と

ラ
グ
ー
ン
の
三
部
分
か
ら
な
る
〔
高
谷
、
一
九
八
五
〕
。
潅
北
平
原
で
は
大
運
河
が
ほ
ぼ
②
と
③
の
境
界
と
な
り
、
①
と
②
の
境
界
は
ほ
ぼ
河
南
、

安
徽
の
省
境
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
党
・
豫
州
東
界
」
と
は
新
デ
ル
タ
に
相
当
す
る
。



「火耕水爵」再考（福井・河野）

　
葉
南
ア
ジ
ア
の
デ
ル
タ
に
お
け
る
水
田
開
発
は
、
商
品
米
生
産
と
低
地
水
制
御
の
二
条
件
が
整
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
〔
福
井
、
一
九
八

七
〕
。
も
と
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
の
デ
ル
タ
と
電
畜
の
新
デ
ル
タ
と
は
異
な
る
。
後
者
で
は
排
水
に
よ
っ
て
畑
作
を
、
あ
る
い
は
貯
水
に
よ
っ
て

稲
作
を
目
指
す
ふ
た
つ
の
選
択
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
い
ず
れ
を
目
指
す
と
し
て
も
、
こ
の
均
一
な
環
境
下
で
は
危
険
分
散
は
困
難

で
あ
る
し
、
自
給
農
民
の
生
存
を
保
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
新
デ
ル
タ
は
、
こ
こ
で
も
開
発
が
遅
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
三
国
魏
の
屯
田
は
呉
に
対
抗
す
る
目
的
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
同
時
に
土
地
利
用
の
遅
れ
と
も
関
係
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
杜
預

上
疏
に
も
「
往
者
菓
南
草
創
人
馬
」
と
あ
る
。
こ
の
未
開
発
地
に
対
す
る
屯
田
政
策
の
基
本
は
水
田
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
破
を
造
営
し
、
火

耕
水
墨
に
代
っ
て
、
相
対
的
に
安
定
で
、
同
時
に
多
分
生
産
性
に
も
優
れ
た
何
ら
か
の
稲
作
を
、
流
民
を
集
め
て
行
な
わ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
杜
預
上
疏
は
、
こ
の
地
の
人
口
は
漢
代
で
よ
り
多
く
、
畑
作
を
行
な
っ
て
い
た
と
言
う
。
漢
滅
亡
が
多
数
の
流
民
を
生
ん
だ
こ
と
も
あ

ろ
う
が
、
や
は
り
そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
地
の
畑
作
の
滞
害
に
よ
る
不
安
定
性
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
畑
作
、
稲
作
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
表
2
の
鴻
郡
阪
（
圃
）
に
つ
い
て
も
、
あ
え
て
破
を
破
壊
し
、
後
に
再
び
造
営
す
る
記
事
が
み
え
る
。

『
晋
書
』
食
貨
志
に
「
徐
州
・
揚
州
に
麦
作
が
奨
励
」
さ
れ
、
『
良
書
』
五
巻
に
は
「
徐
州
・
豫
州
で
は
稲
田
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民

間
で
は
尊
ら
陸
作
す
な
わ
ち
菱
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
旧
態
を
修
復
し
て
稲
作
を
奨
励
す
る
こ
と
」
と
あ
る
〔
西
嶋
、
一
九
六
六
、
三
二

五
⊥
一
三
六
頁
〕
。
准
北
平
原
で
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
状
況
に
よ
っ
て
畑
作
、
稲
作
の
い
ず
れ
か
が
志
向
さ
れ
、
こ
の
状
態
は
現
代
に
ま
で
続

い
て
い
る
。

　
中
原
は
た
だ
南
北
勢
力
の
戦
略
的
接
点
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
南
北
農
業
の
接
点
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
北
方
の
畑
作
民
と
南
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

稲
作
民
と
が
鑛
を
削
る
場
で
も
あ
る
。
か
の
核
下
が
新
デ
ル
タ
に
あ
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。

　
①
　
　
「
揚
州
刺
史
劉
譲
は
（
中
略
）
三
州
・
嚇
如
阪
・
七
門
堰
お
よ
び
呉
塘
の
諸
塙
を
　
　
　
　
　
れ
た
と
言
う
」
。
〔
西
嶋
一
九
六
六
、
二
＝
ハ
頁
〕

　
　
興
治
し
て
稲
田
を
灌
満
し
、
豫
癩
刺
史
質
達
は
郡
・
汝
の
二
水
を
せ
き
と
め
て
新
　
　
　
　
②
　
麟
中
の
範
囲
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
河
川
を
検
索
し
た
。
麟
外
の
河
川
の

　
　
陵
を
造
り
、
ま
た
凶
を
断
っ
て
長
黙
水
を
溜
め
て
小
父
破
を
造
り
、
減
郡
太
守
鄭
　
　
　
　
　
検
索
は
完
全
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
周
辺
で
は
皆
無
で
は
な
い
が
少
な
く
、

　
　
滝
は
蔽
県
の
界
に
臨
場
を
興
し
て
稲
磁
を
開
き
、
そ
の
た
め
こ
れ
は
郷
阪
と
呼
ば
　
　
　
　
　
江
幽
間
段
丘
地
帯
で
は
図
に
示
し
た
二
例
し
か
な
い
。
図
中
の
河
川
、
県
域
の
位
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縫
、
名
称
は
全
て
現
在
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
『
水
経
』
は
「
だ
い
た
い
三
国
こ

　
ろ
の
人
の
作
っ
た
も
の
」
で
あ
る
が
、
「
現
在
み
る
『
水
経
』
の
注
は
後
魏
の
鄭
道

　
元
の
作
っ
た
も
の
で
、
わ
ず
か
な
『
群
賊
』
本
文
に
対
し
て
詳
細
き
わ
ま
る
注
を

　
書
き
、
四
〇
巻
も
の
大
部
な
書
物
に
仕
上
げ
」
た
も
の
で
あ
る
〔
森
、
　
九
七
〇
、

　
三
九
〇
一
三
九
一
頁
〕
。

⑧
＊
　
『
写
経
注
』
中
の
潅
北
平
原
に
関
す
る
阪
の
記
述
は
、
一
九
五
〇
年
代
宋
以

　
降
に
造
営
さ
れ
た
華
北
の
「
平
原
水
軍
」
を
想
起
さ
せ
る
。
平
原
水
庫
は
、
灌
漉

　
と
遊
水
池
の
機
能
も
兼
ね
て
い
る
。
さ
き
に
触
れ
た
西
平
の
老
懸
披
（
狂
注
⑬
）
、

　
汝
繭
の
宿
濃
水
犀
（
π
注
⑯
）
、
宿
県
の
老
　
仕
湖
（
県
東
部
に
あ
り
、
冬
季
に
小

　
去
を
、
夏
季
に
棉
、
玉
蜀
黍
、
薯
な
ど
を
作
る
が
、
夏
作
物
に
幽
し
て
は
保
証
が

　
な
い
。
五
年
に
一
回
、
湛
水
状
態
と
な
る
。
堤
長
二
八
粁
。
）
な
ど
の
平
地
貯
水

　
の
主
た
る
日
的
は
洪
水
防
止
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
は
い

　
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
古
代
の
阪
が
遊
水
池
と
し
て
の
機
能
を
も
果
し
て
い
た
と

　
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
平
原
水
窪
と
阪
と
の
類
似
性
は
、
そ
れ
ら
の
望
ま
し
く
な

　
い
影
響
（
地
下
水
上
昇
、
塩
類
集
積
、
排
水
不
良
）
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

④
＊
　
江
潅
問
段
丘
地
帯
に
あ
る
圃
始
県
で
は
「
丘
の
間
に
堰
を
作
っ
て
阪
と
な
る
」

　
と
言
う
句
が
あ
る
。
阪
と
堰
が
不
可
分
の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の

　
地
方
の
破
が
井
堰
灌
概
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
な
お

　
「
塘
」
は
、
掘
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

⑤
＊
　
奨
氏
…
想
望
近
く
に
は
懸
子
村
、
瓦
｛
苧
防
…
村
が
あ
り
、
凶
空
者
は
「
破
東
有
雄
ハ
氏

　
故
宅
」
、
後
者
は
「
俗
謂
之
凡
亭
破
」
と
言
う
『
水
経
注
』
の
記
購
に
そ
れ
ぞ
れ
紺

　
応
ず
る
。

⑥
＊
　
寿
県
に
隣
接
す
る
河
南
省
の
固
始
県
で
も
、
筍
門
跡
と
さ
れ
る
も
の
が
密
集

　
鎮
に
あ
る
と
言
う
。
こ
の
場
合
、
葛
破
は
面
河
か
ら
の
取
水
堰
で
あ
っ
た
と
さ
れ

　
て
い
る
。
こ
の
筍
阪
跡
地
を
巡
る
論
争
は
、
一
九
八
六
年
の
中
国
水
利
史
学
会
で

　
も
続
け
ら
れ
、
今
紹
で
は
安
蟄
塘
説
が
有
力
な
よ
う
で
あ
る
。

　
　
な
お
安
豊
捲
は
、
明
末
ま
で
の
文
書
で
は
「
破
」
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
一
般

　
に
は
階
の
安
豊
郡
設
置
以
来
、
安
豊
塘
と
い
わ
れ
て
き
た
。
民
国
七
年
頃
の
水
利

　
図
で
は
「
筍
玉
薬
」
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
安
豊
塘
は
夕
照
杭
灌
概
網
に
組
込

　
れ
、
四
万
工
千
撞
の
水
田
を
灌
概
す
る
。
最
大
八
、
四
〇
〇
万
立
米
の
貯
水
能
力

　
が
あ
り
、
年
間
に
そ
の
三
倍
の
水
量
が
流
入
し
、
流
出
す
る
。
一
九
の
水
門
、
二

　
つ
の
余
水
吐
が
あ
る
。

⑦
率
　
安
徽
省
最
北
部
の
蕪
県
北
部
に
は
黄
河
故
道
の
後
背
湿
地
を
利
用
し
た
新
庄

　
水
廓
が
あ
る
。
元
々
あ
っ
た
塘
を
利
用
し
た
も
の
と
雷
わ
れ
る
が
、
水
田
を
灌
概

　
し
て
い
る
。
し
か
し
水
面
の
面
稜
の
方
が
受
益
薩
積
よ
り
も
大
き
い
。

⑧
＊
　
現
在
、
少
な
く
と
も
潅
北
、
南
陽
で
は
「
阪
」
と
言
う
語
は
死
語
と
な
っ
て

　
い
る
。
わ
ず
か
に
地
名
の
｝
部
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

⑨
　
広
東
語
で
は
「
阪
」
は
、
．
．
℃
o
艶
”
、
と
発
音
さ
れ
、
ダ
ム
、
貯
水
池
を
意
味
す

　
る
〔
O
o
三
嘆
、
一
九
六
五
〕
。
雲
南
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
住
む
広
義
の
タ
イ

　
族
は
井
堰
の
こ
と
を
、
、
貯
巴
転
、
．
と
呼
ぶ
が
、
も
し
こ
れ
と
関
連
が
あ
れ
ば
、
か

　
っ
て
潅
北
地
方
に
も
南
方
系
の
稲
作
民
が
多
数
居
住
し
、
か
れ
ら
が
「
鮫
」
と
言

　
う
語
を
残
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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W
　
火
　
耕
　
水
　
糖

先
に
函
嶋
氏
が
火
難
水
縛
の
内
容
を
示
唆
す
る
と
し
た
文
献
は
、
華
北
の
湿
地
稲
作
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
氏
が
破
灌
概
と
共
に
展
開
し

た
と
す
る
稲
作
は
、
火
耕
二
二
と
は
励
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
火
耕
水
難
の
手
掛
り
と
な
る
残
る
文
献
は
、
④
　
『
史
記
』
、
『
漢
書
』
な
ど
、
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②
　
①
に
有
す
る
応
勧
と
舟
守
節
の
注
、
③
　
そ
の
後
の
文
献
で
火
耕
水
難
と
言
う
語
が
み
え
る
も
の
（
〔
南
面
、
一
九
六
六
、
二
二
七
一
一
三
九

頁
〕
）
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
直
接
に
火
野
水
褥
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
稲
作
に

関
す
る
筆
者
ら
の
経
験
に
照
し
な
が
ら
、
以
下
に
考
え
を
進
め
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
後
代
に
火
耕
水
毒
と
言
う
語
の
み
え
る
も
の
と
し
て
、
西
嶋
幾
は
以
下
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
荒
廃
し
た
東
呉
の
開
墾
農
法
と

し
て
の
火
裏
水
石
の
推
奨
（
『
晋
書
』
食
貨
志
。
も
っ
と
も
西
翠
氏
は
關
墾
農
法
で
は
な
く
、
当
時
の
水
稲
栽
培
と
言
う
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
し
て
い
る
）
、

「
家
燈
火
耕
之
圏
」
の
語
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
二
十
六
）
、
『
魏
書
』
の
崔
階
伝
の
「
江
潅
灘
南
、
地
勢
湾
下
。
雲
雨
陰
蝶
、
動
弥
旬
月
、
惟
指
導
櫨

南
黒
影
薗
。
」
（
密
冨
1
1
火
耕
水
辮
）
と
言
う
記
事
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
「
火
褥
耕
筆
法
、
与
磁
器
」
と
し
て
い
る
『
水
経
籍
』
の
温
水
の
記

事
、
嶺
南
地
方
で
の
火
志
水
褥
（
『
徐
僕
射
集
』
巻
二
）
、
「
江
南
之
俗
、
火
三
水
褥
」
と
述
べ
る
『
晴
書
』
食
貨
志
、
歳
末
に
至
っ
て
も
嶺
繭
で

行
な
わ
れ
て
い
た
火
導
水
褥
を
伝
え
る
『
唐
大
詔
令
集
』
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
外
に
も
天
野
氏
に
よ
れ
ば
、
「
論
難
で
は
景
定
『
建
康

志
』
に
句
容
県
は
江
爾
卑
湿
の
地
で
火
耕
水
態
」
と
あ
り
、
「
明
の
嘉
靖
『
広
東
通
志
』
二
に
肇
慶
・
新
興
の
例
と
し
て
」
も
火
追
水
辮
が
あ
る

と
言
う
〔
渡
部
・
桜
井
、
一
九
八
四
、
二
九
－
三
〇
頁
〕
。

　
時
代
や
地
域
を
越
え
て
火
耕
水
計
と
言
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
内
容
の
同
一
性
が
疑
わ
れ
る
。
し
か
し
刀
耕
火
種
に
千
差
万
別

の
変
化
が
あ
っ
て
も
な
お
共
通
点
を
も
つ
の
と
同
様
に
、
火
埋
水
褥
に
も
時
代
や
地
域
を
超
え
て
何
ら
か
の
共
通
点
が
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
火
傷
水
褥
は
、
ア
ジ
ア
稲
作
圏
の
大
沖
積
低
地
に
か
つ
て
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
次
い
で
江
南
の
立
地
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
華
北
の
稲
作
は
、
「
黒
土
扁
を
除
い
て
全
て
低
湿
地
で
行
な
わ
れ
る
。
江
南
で
は
華

北
の
二
倍
以
上
の
降
水
が
あ
り
、
火
受
水
褥
は
低
地
で
行
な
わ
れ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
水
文
環
境
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
間
に
共
通
す
る
点

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
前
者
に
お
い
て
は
、
畑
作
が
不
可
能
な
低
湿
地
で
の
み
稲
作
が
行
な
わ
れ
る
。
後
者
で
も
畑

作
に
不
適
な
低
湿
地
が
あ
り
、
そ
の
面
積
は
華
北
よ
り
大
き
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
江
南
で
は
、
稲
作
が
主
流
な
の
で
あ
る
。
い
く
ら
「
拡

幅
之
地
、
地
広
人
希
」
（
『
史
記
』
貨
殖
列
伝
）
で
あ
っ
て
も
、
畑
作
不
能
で
通
年
湿
性
の
低
地
ぽ
か
り
が
水
田
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
江
南
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の
水
田
は
、
全
体
と
し
て
は
、
「
澤
」
（
『
周
礼
』
）
に
造
ら
れ
た
華
北
水
田
程
に
は
湿
性
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
デ
ル
タ
で
は
、
乾
季
の
終
わ
り
に
藁
を
焼
く
煙
が
全
天
を
覆
う
。
ま
た
山
地
で
は
、
焼
畑
耕
作
の
た
め
の
煙
が
同
じ
季
節
に

全
天
を
覆
う
。
「
適
期
火
種
」
と
「
火
耕
水
平
」
の
両
者
に
共
通
す
る
火
の
使
用
と
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
春
先
に
江
南

の
空
を
覆
う
煙
を
見
た
人
々
が
「
火
耕
」
と
言
う
語
を
使
っ
た
の
は
、
あ
り
そ
う
な
話
で
あ
る
。

　
湛
水
の
雑
草
抑
制
効
果
す
な
わ
ち
「
水
褥
」
は
、
水
田
に
あ
っ
て
は
自
明
で
あ
る
。
い
く
ら
水
田
に
酬
染
み
の
な
い
華
北
の
人
で
あ
っ
て
も
、

水
田
農
業
の
こ
の
特
微
を
そ
れ
程
珍
し
が
る
こ
と
は
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
「
水
編
」
と
雷
う
語
を
使
っ
た
の
は
、
江
南
稲
作
で
は
余
程
湛
水
除
草

効
果
が
大
き
く
、
あ
る
い
は
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
除
草
を
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
農
法
を
筆
者
ら
の
知
る
範
囲
内
で
他
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
の
デ
ル
タ
で
行
な
わ
れ
る
乾
田
直
播
法
で
あ
る
。
普

通
は
乾
い
た
種
籾
を
雨
季
前
に
荒
起
こ
し
し
た
畑
状
態
の
水
田
に
直
播
す
る
が
、
急
速
な
水
位
上
昇
が
な
い
所
で
は
播
種
期
を
遅
ら
せ
た
上
で

催
心
馳
が
直
播
さ
れ
る
。
雨
季
に
入
る
と
畑
地
状
態
の
ま
ま
で
一
雨
毎
に
稲
も
雑
草
も
伸
び
、
遠
目
に
は
稲
田
だ
か
草
地
だ
か
分
ら
な
い
よ
う

な
状
態
に
な
る
。
し
か
し
雨
季
が
進
む
に
つ
れ
て
一
面
が
湛
水
状
態
と
な
り
、
雑
草
は
死
に
稲
だ
け
が
伸
び
る
。

　
応
勧
、
張
聖
節
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
稲
と
雑
草
が
共
に
発
育
し
て
い
る
状
態
で
湛
水
し
て
雑
草
の
み
を
抑
制
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
乾
田
直
播
法
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
が
、
応
勧
注
で
は
「
乾
田
」
で
は
な
く
「
下
水
」
後
の
播
種
で
あ
り
、

さ
ら
に
湛
水
除
草
の
前
に
一
度
刈
取
除
草
す
る
。
こ
れ
に
対
し
張
守
節
注
で
は
上
述
の
乾
田
直
播
に
近
い
。
天
野
氏
は
戦
前
の
南
満
州
・
西
朝

鮮
地
区
で
行
な
わ
れ
て
い
た
乾
沓
直
播
法
を
例
に
、
張
守
節
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
西
嶋
氏
は
、
「
古
代
の
火
耕
水
工
の
解

釈
と
し
て
の
正
否
は
別
と
し
て
、
そ
れ
は
応
勧
と
『
斉
民
心
術
』
と
の
共
通
点
か
ら
や
は
り
外
れ
た
存
在
で
あ
る
」
〔
西
嶋
、
一
九
六
六
、
ご
〇
五

頁
〕
と
し
て
い
る
。
同
氏
の
言
う
「
共
通
点
」
と
は
、
歳
易
直
播
法
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
応
募
注
の
稲
作
が
歳
易
で
あ
っ
た
と
す
る
西
嶋
氏

の
論
拠
は
先
述
の
よ
う
に
極
め
て
脆
弱
に
思
わ
れ
る
し
、
『
要
術
』
稲
作
は
江
南
の
稲
作
と
は
別
で
あ
る
と
す
る
前
節
ま
で
の
結
論
か
ら
し
て
、

張
守
節
の
見
解
を
も
う
一
度
見
直
し
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
熱
帯
の
乾
田
直
播
と
応
密
々
と
の
異
同
は
、
吾
々
水
魚
と
言
う
語
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①

の
性
格
か
ら
し
て
、
そ
の
変
異
の
中
に
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
火
帯
水
褥
と
は
、
制
御
さ
れ
て
い
な
い
季
節
的
湛
水
の
あ
る
低
地
で
、
春
先
に
草
焼
を
し
、
増
水
前
に
直
播
し
、
水
深
増

加
と
共
に
雑
草
が
抑
制
さ
れ
る
よ
う
な
稲
作
法
と
な
る
。
そ
れ
が
非
連
作
で
あ
っ
た
と
す
る
根
拠
は
、
文
献
的
に
も
、
農
業
技
術
的
に
も
見
出

せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
低
地
は
、
洪
水
防
御
や
排
水
と
共
に
そ
の
面
積
を
減
少
し
て
行
く
が
、
そ
れ
が
最
も
困
難
な
デ
ル
タ
な
ど
の
大
低
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

最
後
ま
で
残
存
し
、
従
っ
て
火
越
水
辮
も
残
存
す
る
。
こ
の
よ
う
に
火
耕
水
管
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が
開
墾
農
法
と
し
て
、
あ
る
い
は
破
決
壊

に
よ
る
水
災
時
の
応
急
的
農
法
と
し
て
も
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く
理
解
で
き
る
。

　
華
北
畑
作
卓
越
地
域
で
の
米
生
産
者
、
消
費
者
は
誰
で
、
権
力
老
に
よ
る
阪
造
営
は
、
米
を
巡
る
い
か
な
る
経
済
的
、
社
会
的
環
境
の
下
に

進
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
要
旨
』
の
性
格
か
ら
し
て
、
当
時
の
稲
作
は
上
農
に
よ
る
商
品
生
産
で
あ
っ
た
と
分
る
。
同
じ
こ
と
が
『
宋
書
』
文
帝
の
条
の
「
民
間
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
専
ら
春
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
旧
阪
を
修
復
し
て
稲
作
を
奨
励
す
る
こ
と
」
〔
西
嶋
、
一
九
六
六
〕
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。
魏
に
よ
る
破

造
営
も
、
支
配
者
か
ら
の
米
栽
培
の
要
砦
を
思
わ
せ
る
。
認
諾
上
疏
に
お
け
る
論
争
者
の
立
場
に
つ
い
て
前
説
で
、
水
田
論
者
は
地
方
権
力
老

の
、
杜
預
の
は
中
央
官
僚
の
立
場
で
あ
る
と
し
た
。
天
野
氏
は
先
秦
時
代
に
米
が
醸
造
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
『
詩
経
』
、
『
左
伝
』
な
ど
に
あ

る
と
言
う
〔
天
野
、
一
九
八
九
、
一
八
O
I
一
八
一
頁
〕
。
こ
れ
ら
か
ら
、
当
時
の
華
北
で
米
を
自
給
食
糧
と
す
る
農
畏
は
少
な
か
っ
た
が
、
都
市

で
は
商
品
と
し
て
価
値
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
分
る
。

　
大
運
河
以
前
に
は
江
南
米
の
輸
送
は
困
難
で
諮
っ
た
か
ら
、
華
北
に
お
け
る
米
生
産
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
自
給
米
生
産
は
な
い
か
ら
、
米
生
産
の
た
め
に
は
上
か
ら
の
情
報
、
技
術
、
資
本
の
提
供
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下

に
、
権
力
に
よ
る
潅
北
へ
の
水
田
展
開
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
大
運
河
以
降
、
安
価
な
江
南
米
が
華
北
で
の
米
生
産
の
意
欲
を

低
下
さ
せ
、
代
っ
て
江
南
で
の
米
生
産
に
増
産
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ
た
。

　
乾
田
直
播
の
土
地
生
産
性
は
低
い
。
東
南
ア
ジ
ア
の
デ
ル
タ
開
拓
は
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
急
速
に
進
み
、
乾
田
直
播
面
積
も
増
大
し
た
。
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収
量
は
と
も
か
く
、
こ
の
粗
放
稲
作
の
労
働
生
産
性
は
高
く
、
余
剰
を
生
産
し
え
た
。
し
か
し
直
播
用
品
種
の
粗
悪
な
米
質
と
赤
米
混
入
（
直

播
で
は
根
絶
困
難
）
の
た
め
、
輸
出
市
場
で
の
競
争
に
耐
え
た
の
は
移
植
田
か
ら
の
上
質
米
で
あ
り
、
乾
田
直
播
田
か
ら
の
低
質
米
は
国
内
外
の

低
所
得
者
層
に
向
け
て
販
売
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
低
地
水
綱
御
の
進
展
に
伴
い
、
直
播
田
は
ま
す
ま
す
減
少
し
て
い
る
。

　
大
運
河
以
後
の
江
南
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
ス
エ
ズ
運
河
が
東
南
ア
ジ
ア
デ
ル
タ
稲
作
発
展

の
契
機
と
な
っ
た
と
同
様
に
、
大
運
河
が
江
南
稲
作
の
飛
躍
の
契
機
と
な
っ
た
。
火
耕
水
筋
に
よ
る
増
産
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
華
北
の
上

質
米
の
需
要
に
応
じ
え
た
の
は
む
し
ろ
坪
田
、
囲
田
な
ど
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
上
質
米
で
あ
り
、
や
が
て
言
動
水
苗
も
、
低
質
米
も
、
次
第
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に
影
を
ひ
そ
め
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

①
　
乾
田
直
播
法
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
生
育
期
間
が
長
い
こ
と
で
あ
る
。
長
い
生
育

　
期
間
は
長
い
栄
養
生
長
期
を
意
味
し
、
こ
の
期
間
の
生
育
の
善
し
悪
し
が
収
量
に

　
及
ぼ
す
影
響
は
相
対
的
に
小
さ
い
。
従
っ
て
立
毛
中
の
茎
葉
を
刈
取
っ
て
飼
糧
と

　
し
た
り
、
水
牛
を
放
牧
さ
せ
た
り
も
す
る
。
応
勘
注
で
は
「
緑
草
下
水
種
稲
。
華

　
与
稲
愚
生
。
高
七
八
寸
、
因
蹴
込
法
。
復
下
水
灌
之
。
草
藁
、
独
稲
長
」
と
な
つ

　
て
い
る
の
を
、
西
嶋
氏
は
一
旦
「
稲
と
雑
草
を
共
に
潤
る
も
の
」
と
解
し
た
が
、

　
そ
れ
で
は
「
稲
葡
も
ま
た
冠
水
の
た
め
に
膿
死
し
て
し
ま
う
か
ら
」
静
劇
理
で
あ

　
る
と
考
え
、
「
た
だ
雑
草
の
み
を
刈
り
と
る
」
と
改
め
て
い
る
〔
西
嶋
、
…
九
六
六
、

　
…
八
八
頁
〕
。
二
半
の
稲
生
育
期
間
は
熱
帯
程
長
く
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ

　
れ
で
も
西
嶋
氏
の
最
初
の
解
釈
す
な
わ
ち
篤
鋤
注
の
字
句
通
り
の
解
釈
は
、
成
立

　
し
う
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
熱
帯
の
乾
田
直
播
法
は
懸
軍
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
一
方
、
火
難
水

　
褥
は
無
箪
耕
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
火
耕
水
藷
は
、
草
焼
後
、
湛
水
あ
る
い
は

　
湿
±
状
態
で
何
ら
か
の
耕
作
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
初
め
て
播
種
さ
れ
た
の
か
も

　
知
れ
な
い
。
そ
れ
が
人
力
だ
け
に
よ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
畜
力
を
利
用
し
た
も

　
の
か
は
分
ら
な
い
。
そ
れ
が
先
述
し
た
豊
島
・
蹄
耕
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、

　
あ
る
い
は
『
要
急
要
術
』
に
あ
る
陸
軸
の
よ
う
な
も
の
を
動
物
に
引
か
せ
た
の
か

　
も
知
れ
な
い
。
中
国
南
部
の
少
数
民
族
の
間
に
は
、
近
年
ま
で
黎
を
使
わ
な
い
様

　
々
な
水
艇
準
備
の
方
法
が
残
っ
て
い
た
〔
田
中
、
一
九
九
一
〕
。

②
＊
　
潅
北
の
檜
河
両
岸
の
宿
、
徐
州
、
固
鎮
で
は
、
解
放
前
ま
で
乾
田
直
播
に
よ

　
る
粗
放
な
稲
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
言
う
。
耕
起
後
、
未
催
芽
籾
を
条
播
し
、

　
降
雨
を
待
つ
。
除
草
は
湛
水
下
で
手
で
行
う
。
播
種
期
は
春
よ
り
夏
に
多
か
っ
た

　
と
言
わ
れ
る
。
屡
々
深
水
の
た
め
絶
滅
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
か
と
い
っ
て
畑

　
作
物
は
内
湧
の
た
め
作
付
け
で
き
な
か
っ
た
。
坪
で
緊
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

③
壌
　
蓑
2
の
　
蟹
、
鴻
郷
阪
に
つ
い
て
『
汝
寧
府
志
』
巻
拝
上
に
も
『
水
経
注
隠
の

　
記
事
と
同
じ
く
施
政
者
の
方
針
変
更
に
よ
る
阪
の
決
壊
と
修
復
の
記
事
が
あ
り
、

　
そ
れ
に
続
い
て
「
安
帝
永
初
三
年
、
詔
以
阪
仮
与
貧
民
、
自
是
臼
就
頽
廃
。
宋
秦

　
観
日
、
玉
門
阪
、
雰
特
灌
概
之
資
、
菱
輔
翼
魚
之
利
、
実
一
郡
潴
水
処
也
。
阪
既

　
廃
、
水
無
所
帰
、
故
散
漫
罰
為
患
焉
。
」
と
あ
る
。

　
　
小
農
に
よ
る
陵
の
占
拠
は
萄
阪
に
つ
い
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
葛
阪
の
外
周
は

　
『
水
墨
注
』
に
よ
れ
ば
約
六
〇
粁
で
あ
る
が
、
現
在
は
二
五
粁
し
か
な
い
。
明
代

　
と
比
べ
て
も
、
そ
の
ヨ
分
の
一
し
か
な
い
。
解
放
前
に
は
受
益
地
は
五
千
斯
程
し



「火耕水褥」再考（福井・河野）

か
な
か
っ
た
。
阪
の
縮
小
は
低
水
年
に
上
流
側
を
開
墾
し
、
野
田
と
す
る
か
ら
で

あ
る
。
明
代
の
絵
図
に
は
そ
の
よ
う
な
好
田
が
四
、
五
ケ
所
描
か
れ
て
い
る
。
水

没
面
積
縮
小
の
た
め
肢
を
決
壊
せ
よ
と
の
論
は
、
清
代
、
國
民
政
府
時
代
、
解
放

後
に
も
あ
っ
た
。
現
在
で
も
「
界
溝
」
に
よ
っ
て
貯
水
池
は
東
西
に
一
…
分
さ
れ
、

上
流
側
は
「
誘
田
」
と
な
っ
て
い
る
。
下
流
側
の
底
を
淡
漢
し
、
堤
防
を
高
く
し

て
貯
水
量
を
確
保
し
て
い
る
。
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。
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落
懸
で
は
林
、
南
陽
、
薪
…
野
、
商
水
、
汝
南
、
固
守
の
諸
県
、
安
徽
省

で
は
六
安
、
寿
、
宿
、
藩
の
諸
県
で
あ
る
。
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史
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合
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、
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科
学
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農
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学
院
で
も
多
数
の
方
々
に
お
集
り
頂
き
、
意
見
を
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
ま
り
に
多
数
に
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る
の
で
一
人
一
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お
名
前
は
省
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が
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に
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の
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た
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。

　
桜
井
由
躬
雄
氏
に
は
今
回
の
調
査
旅
行
の
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
頂
い
た
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問
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司
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、
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重
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を
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た
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こ
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し
た
い
。
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A　Re－examination　of　“　Cultivation　with

　　　Fire　and　Weeding　with　Water　”

by

FuKui　Hayao　＆　KoNo　Yasuyuki

　　In　China　north　of　the　Httai　River　rainfa11　is　suthcient　for　the　unirrigated

cultivation　of　summer　crops　other　than　rice．　ln　low－lying　areas　bowever

poor　drainage　and　soil　salinity　are　chronic　hazards　for　those　crops．　Ther－

efore，　two　alternative　strategies　are　conceivable：　one　giving　ic　priority　to

drainage　and　encouraging　the　cultivation　of　non－rice　crops，　the　other

giving　priority　to　irrigation　for　the　cultivation　of　rice．　ln　either　case

there　are　hazards　：　in　the　former，　there　is　greater　vulnerability　to　clrought，

and　in　the　latter，　there　is　the　pi－obiem　of　excessive　moisture　and　soil　sali－

nity　for　non－rice　crops．　Which　direceion　of　the　two　was　emphasized　in

different　historical　periods　depended　on　the　prevailing　economic，　political，

sociai，　and　cultural　conditions．

　　In　the　Yangtze　basin，　it　is　known　．that　an　extensive　mode　of　cukivation

of　rice　called　huo　geng　shui　nou火干水回（1iterally，‘‘cultivation　with　fire

and　weeding　with　water”）　was　common　in　the　Han　period．　lt　is　charact－

erized　by　burning　grass　and　straw　in　the　spring，　seeding　directly　without

transplanting，　and　suppressing　weed　growth　by　natural　intmdation．　This

method　is　considered　to　have　been　universal　in　the　large　alltwial　plains　su－

bject　to　seasonal　inundation　elsewhere　in　the　Asian　rice　zone．　Rlce　prod－

ucted　by　this　method，　however，　was　not　suitable　in　quality　for　tlie　inarket．

　　In　northern　ChiAa，　rice　was　a　commerciai　crop　as　early　as　the　Han

period　and　its　production　was　promoted　by　the　demand　for　rice　among　the

upper　strata　of　society．　This　sometimes　exposed　the　contradiction　between

the　two　strategies　mentioned　above．　By　the　construction　of　the　Grand

Canal，　however，　the　incentive　for　the　production　of　rice　in　northern

China　largely　disappeared，　since　rice　couid　then　be　transported　cheaply

from　the　Yangtze　basin．　ln　turn，　the　market　demand　for　high－qttality

rice　spurred　on　improvements　in　1owland　water　control　and　intensive　cuiti－

vation　repiaced　“cu！tivation　with　fire　and　weeding　with　water”　in　the

Yangtze　basin．
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